
講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。
既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。

※九州運輸局管轄地域の事業者様を対象とさせて頂きます

「認証基準」、「取組事例」など 詳細は

（略称：エコモ財団）

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076
http://www.ecomo.or.jp☎03-3221-7636

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/
で 検 索グリーン経営

認証取得後8トン以上のトラックで3.2％の燃費向上、車両故障件数21.1％減少。
交通事故発生件数25.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2020年版より）環境改善にとどまらない効果。
グリーン経営認証制度～事故も故障も燃料も減り、10年でなんと1年分の燃料費を節約！～

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 開催方法 主催 問合せ先対象業種

トラック
バス、タクシー

九州運輸局
エコモ財団

グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

Microsoft Teams を使用したWeb形式6月28日（火） 9時30分～12時00分

応募受付期間は、 7月8日（金）まで。詳しくは、http://www.ecodrive-activity-concours.jp/2022年度エコドライブ活動コンクール応募受付中
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理
事
会
で
坂
本
会
長
は
︑

﹁
会
員
事
業
者
の
皆
様
の
お

か
げ
で
︑
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
改
正
と
﹃
標
準
的
な

運
賃
﹄︑
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

制
度
の
浸
透
が
実
現
し
つ
つ

あ
る
︒
ま
た
︑
国
を
挙
げ
て

問
題
の
あ
る
荷
主
へ
の
対
策

を
強
化
す
る
仕
組
み
を
勝
ち

取
っ
た
︒
業
界
を
取
り
巻
く

環
境
は
非
常
に
厳
し
い
が
︑

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活

用
な
ど
を
通
じ
て
︑
現
場
で

働
い
て
お
ら
れ
る
ド
ラ
イ
バ

ー
の
皆
様
の
労
働
環
境
改
善

へ
の
原
資
を
獲
得
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
︒
ま
ず
は
︑
適

正
運
賃
・
料
金
の
収
受
に
向

け
て
︑
荷
主
と
の
交
渉
に
一

層
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た

い
﹂
と
あ
い
さ
つ
し
た
︵
詳

細
２
面
︶︒

　

坂
本
会
長
の
あ
い
さ
つ
に

　

岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
は

５
月
31
日
の
参
議
院
予
算
委
員

会
に
お
い
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
に
よ
る
適
正
運
賃
・
料

続
き
︑吉
野
雅
山
副
会
長（
燃

料
価
格
高
騰
対
策
本
部
長
代

行
）
が
燃
料
価
格
高
騰
へ
の

対
策
に
つ
い
て
報
告
︒﹁
坂
本

会
長
（
燃
料
価
格
高
騰
対
策

本
部
長
）
が
陣
頭
指
揮
を
取

り
︑
政
府
・
与
党
に
対
し
て

業
界
の
窮
状
を
訴
え
て
き
た

こ
と
が
実
を
結
び
︑
政
府
が

実
施
し
て
い
る
燃
料
油
に
関

す
る
激
変
緩
和
事
業
に
お
い

て
︑
基
準
価
格
を
１
６
８
円

へ
引
き
下
げ
︑
石
油
元
売
り

会
社
へ
の
支
給
幅
を
35
円
へ

拡
充
す
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

ま
た
︑
同
事
業
は
今
年
度
上

半
期
中
に
実
施
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
﹂
と
報
告
し
た
︒

　

引
き
続
き
︑
馬
渡
雅
敏
副

会
長
（
物
流
政
策
委
員
長
）

が
改
善
基
準
告
示
の
見
直
し

に
関
し
て
︑﹁
現
在
︑
労
働

政
策
審
議
会
労
働
条
件
分
科

と
答
弁
し
た
︒

　

岸
田
総
理
大
臣
は
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
に
は
中
小
事
業

者
が
多
く
︑
荷
主
等
へ
の
交
渉

会
自
動
車
運
転
者
労
働
時
間

等
専
門
委
員
会
ト
ラ
ッ
ク
作

業
部
会
に
お
い
て
︑
見
直
し

に
向
け
て
の
議
論
を
戦
わ
せ

て
い
る
と
こ
ろ
︒
８
月
い
っ
ぱ

い
ま
で
に
は
ト
ラ
ッ
ク
作
業
部

会
と
し
て
の
見
直
し
内
容
の

取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
上
で
︑

年
末
ま
で
に
バ
ス
︑ハ
イ
ヤ
ー

・
タ
ク
シ
ー
と
と
も
に
告
示

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
﹂と
報
告
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
会
員
の
入

退
会
お
よ
び
代
表
者
の
変

更
︑
②
令
和
３
年
度
事
業
報

告
書
︑
③
３
年
度
計
算
書
類

（
貸
借
対
照
表
︑
正
味
財
産

増
減
計
算
書
︑
財
産
目
録
お

よ
び
収
支
計
算
書
）
等
︑
④

第
99
回
通
常
総
会
の
招
集
お

よ
び
通
常
総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
︑

⑤
第
27
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
大
会
の
開
催
概
要

お
よ
び
次
年
度
開
催
ブ
ロ
ッ

ク
︑
⑥
安
城
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
売
却
︱
︱
に
つ
い

て
︑
原
案
通
り
承
認
︒
事
業

報
告
書
に
つ
い
て
は
第
99
回

通
常
総
会
で
報
告
さ
れ
る
と

力
が
弱
い
と
い
う
現
状
を
指

摘
︒
昨
年
12
月
に
政
府
が
取
り

ま
と
め
た
﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
る
価
値
創
造
の
た
め
の

転
嫁
円
滑
化
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂

に
関
す
る
関
係
省
庁
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
触
れ
た
上
で
︑﹁
燃

料
油
価
格
や
物
価
が
高
騰
し
て

い
る
中
で
安
定
的
な
物
流
を
確

保
す
る
た
め
に
は
︑
運
送
事
業

者
が
適
正
運
賃
・
料
金
を
収
受

で
き
る
環
境
整
備
が
重
要
﹂
と

の
認
識
を
示
し
た
︒
ま
た
︑﹁
標

準
的
な
運
賃
﹂
の
導
入
や
︑
適

正
取
引
阻
害
行
為
の
是
正
へ
の

働
き
か
け
︑
下
請
代
金
支
払
遅

延
等
防
止
法
（
下
請
法
）
と
独

占
禁
止
法
に
よ
る
取
り
締
ま
り

強
化
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く

と
い
う
方
針
を
示
し
た
︒

　

岸
田
総
理
大
臣
は
併
せ
て
︑

今
年
４
月
26
日
に
政
府
が
取
り

ま
と
め
た
﹁
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

﹃
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
総

合
緊
急
対
策
﹄﹂
で
拡
充
が
決

ま
っ
た
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

に
関
し
て
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
な
ど
燃
料
高
騰
の
影
響
を

受
け
た
事
業
者
へ
の
負
担
軽
減

に
繋
が
る
よ
う
︑
国
土
交
通
省

を
通
じ
て
全
国
の
自
治
体
に
働

き
か
け
を
行
っ
て
お
り
︑
ト
ラ

ッ
ク
事
業
の
継
続
︑
雇
用
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
﹂

と
述
べ
た
︒

　

ま
た
︑
斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通

大
臣
も
︑﹁
国
交
省
で
は
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
活
用
い
た
だ

く
よ
う
︑
運
輸
局
を
通
じ
て
各

自
治
体
に
働
き
か
け
を
行
っ
て

い
る
﹂
と
説
明
し
た
︒

　

岸
田
総
理
大
臣
自
ら
が
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
の
具
体
的
な

対
策
に
言
及
し
た
も
の
で
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
日
々
の
努

力
が
結
実
し
た
国
会
答
弁
と
な

っ
た
︒

と
も
に
︑
計
算
書
類
等
に
つ

い
て
は
同
通
常
総
会
に
上
程

さ
れ
る
︒

　

第
27
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
大
会
（
10
月
５
日

に
名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル
で
開

催
予
定
）
に
関
し
て
︑
開
催

地
を
代
表
し
︑
寺
岡
洋
一
副

会
長
（
愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
会
長
）
が
︑﹁
事
業
者
大

会
に
お
越
し
い
た
だ
く
皆
様

に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
大
会

に
し
た
い
﹂
と
︑
開
催
へ
の

意
気
込
み
を
語
っ
た
︒

　

報
告
事
項
で
は
︑
①
５
年

度
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策
に
関

す
る
要
望
書
︑
②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
︑
③
定
款
第
27
条
に
基

づ
く
業
務
報
告
︱
︱
に
つ
い

て
報
告
し
た
︒

　

な
お
︑
会
の
冒
頭
︑
国
土

交
通
省
の
沓
掛
敏
夫
道
路
局

高
速
道
路
課
長
が
来
賓
あ
い

さ
つ
を
行
っ
た
ほ
か
︑
会
の

最
後
に
は
日
野
祥
英
国
交
省

自
動
車
局
貨
物
課
長
が
価
格

転
嫁
に
対
す
る
国
交
省
の
対

応
な
ど
説
明
を
行
っ
た
︒

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
路
を
開
く

地
方
運
輸
局
が
後
ろ
盾
に
な
り
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
約
束

全
ト
協　

第
１
９
５
回
理
事
会　

令
和
３
年
度
事
業
報
告
書
・
計
算
書
類
等
を
承
認

坂本　克己　全ト協会長

金
に
関
し
て

言
及
し
︑﹁
安

定
的
な
物
流

を
確
保
し
て

い
く
観
点
か

ら
︑
価
格
転

嫁
に
よ
る
適

正
運
賃
収
受

へ
の
取
り
組

み
が
重
要
﹂

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
６
月
２
日
︑

東
京
都
港
区
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
第
１

９
５
回
理
事
会
を
開
催
し
︑
６
月
30
日
に

開
催
さ
れ
る
第
99
回
通
常
総
会
へ
の
上
程

議
案
を
承
認
し
た
︒

　

理
事
会
で
は
坂
本
克
己
会
長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
︑﹁
会
員
事
業
者
の
皆
様
の
お

か
げ
で
︑
業
界
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
み
つ
つ
あ
る
︒
厳
し
い

状
況
に
直
面
し
て
い
る
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
︑
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
︑
精

い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
﹂
と

語
っ
た
︒

岸田　文雄
内閣総理大臣

斉藤　鉄夫
国土交通大臣

沓掛　敏夫
国交省道路局高速道路課長

日野　祥英
国交省自動車局貨物課長

「公正取引委員会」が問題のある荷主への対策を強化
すでに荷主相当数に対して立入調査を実施

さらなる情報提供を !!

岸
田
総
理

3

3

3

3

が
参
議
院
予
算
委
員
会
で
明
言

独
禁
法
・
下
請
法
の
さ
ら
な
る
取
締
を
強
化

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
的
に

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
を
後
押
し

発行所公益社団法人
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全日本トラック総合会館
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https://jta.or.jp
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※紙面に関する問い合わせは広報室まで
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

～雨の日の運転編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�雨に濡れた路面をすり減ったタイヤで走行すると、乾燥路面で
のタイヤの状態がよい場合の走行に比べて、停止距離が２倍程
度延びることがある。（ ○・× ）

❷	�雨の日は視界が悪くなることに加え、窓ガラスが曇ったり、路
面が滑りやすくなるなど悪条件が重なるため、危険度が高くな
る。（ ○・× ）

❸	�雨の降り始めの舗装道路はスリップしにくいといわれている。
（ ○・× ）

❹	�歩行者や店のそばなどを走行するときは、スピードを落として
泥や水をはねないようにする。（ ○・× ）

❺	�雨の中を高速で走行すると、スリップを起こしたり、タイヤが
浮いて、ハンドルやブレーキが効かなくなる「スタンディング
ウェーブ現象」が発生することがある。（ ○・× ）

（解答は7面）

『総合安全プラン2025』達成道半ば
〔第116回〕

　全日本トラック協会ではこのほど、令和３年中の事業用ト
ラックが第１当事者となった死亡・重傷事故を多角的にまとめた
「交通事故統計分析結果〔発生地別〕」を発表しました。同種
の事故の再発防止に取り組みましょう。

●令和3年の死亡・重傷事故の特徴

Ａさん「先日、令和３年中に事業用トラックが第１当事者となっ
た死亡・重傷事故の『交通事故統計分析結果〔発生地
別〕』が発表されたけど、あまり良い結果じゃなかった
ね。死亡・重傷事故の件数は1,065件で、死亡・重傷者
数は1,139人。業界で進めている『トラック事業におけ
る総合安全プラン2025』の目標である『令和７年まで
に死者数と重傷者数の合計970人以下』は未達成だっ
た。しかも飲酒運転による事故は14件も発生してい
る」

Ｂさん「飲酒運転はゼロが当たり前だもんね。飲酒運転は論外
として、まだ道半ば。やることはいっぱいあるというこ
とだね。ほかにどんな特徴があるのかな」

Ａさん「事故類型でみると、車両相互が７割強の772件。次に
人対車両が２割強の240件。これだけで９割以上を占
めている」

Ｂさん「車両相互の事故で、最も多いのは追突かな」
Ａさん「その通り。追突は大型で103件、中型で88件発生して

いる。ほかにも大型は左折時の衝突が、中型は出会い
頭の事故が多発している。人対車両は横断歩道・横断
歩道付近の横断中が突出していて、その他の横断中と
合わせると人対車両の６割強を占めているんだ」

Ｂさん「これを聞くと、やっぱり車間距離を確保して、横断歩道
周辺ではより慎重な運転をしないといけないね」

●昼の時間帯に事故が多発

Ａさん「ほかにも時間帯別では、死亡・重傷事故はほぼすべて
の車種で、10～12時をピークに、6時～16時の間での
事故が多い。ただ死亡事故だけ取り上げてみると、大
型・中型は深夜の時間帯に多く発生している」

Ｂさん「昼間に多いのは、稼働している車両が多いからかな。
大型、中型の死亡事故が深夜に多いのは夜間に長時
間・長距離の運転をするからだろうね」

Ａさん「Ｂさんは深夜の運転で気をつけていることはあるか
な」

Ｂさん「よくあることだけど、こまめに休憩をとることかな。あ
と、仮眠のあと出発したら眠気におそわれることがあ
るから、仮眠後は少し体を動かして、目をしっかり覚ま
してから運転することを徹底しているよ」

●左折時は自転車に、右折時は歩行者に特に注意

Ａさん「なるほど。みんなに実践してほしいね。あと、さっき追
突事故が多いという話をしたけれど、実は死亡・重傷
事故で最も多く発生しているのは交差点での事故な
んだ。追突が195件に対して交差点での事故は287件
で、1.5倍になっている」

Ｂさん「どんな事故が多いのかな。やっぱり左折時に他車を巻
き込む事故かな」

Ａさん「さすがはＢさん。左折時の８割以上にあたる93件が自
転車との事故。歩行者は17件でほとんど大型の事故だ
よ」

Ｂさん「車両の左側は死角が大きいから、しっかり安全確認を

する必要があるけど、なかなかできていないね。改め
て、左折時は側方の自転車等を見落としていないか確
認して運転するよ。右折時はどうなのかな」

Ａさん「右折時は歩行者との事故が多くて約８割を占めてい
る。大型と中型で約８割を占めている」

Ｂさん「右折時は、対向車ばかりに気をとられていると、右折
先の安全確認を疎かにしがちだからね。特に譲っても
らった時なんかは、早く右折しようとして動き出した
ら、直進の二輪車が来たり、歩行者が横断していたり
……。だから、右折時も一つひとつの安全確認をその
都度行うようにしているよ」

Ａさん「今回の統計で浮き彫りになっている問題は前から言わ
れていることだね。自分の運転を再度見直して、『総合
安全プラン2025』の達成を目指してがんばろう」

適
切
な
価
格
転
嫁
が
行

わ
れ
る
取
引
環
境
の
整

備
に
取
り
組
む

「
骨
太
方
針
２
０
２
２
」

閣
議
決
定

　

政
府
は
６
月
７
日
︑﹁
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
２
０
２
２　

新
し
い
資

本
主
義
へ
~
課
題
解
決
を
成

長
の
エ
ン
ジ
ン
に
変
え
︑
持

続
可
能
な
経
済
を
実
現
~
﹂

（
骨
太
方
針
２
０
２
２
）
に

つ
い
て
︑
経
済
財
政
諮
問
会

議
で
の
答
申
を
経
て
︑
閣
議

決
定
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
関

係
す
る
主
な
内
容
は
︑
別
掲

の
通
り
︒

　

岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣

は
同
会
議
で
︑﹁
成
長
と
分

配
の
好
循
環
を
実
現
す
る
岸

田
内
閣
の
経
済
財
政
政
策
の

全
体
像
を
示
す
も
の
と
な
っ

た
︒
参
議
院
選
挙
後
に
︑
本

日
決
定
し
た
方
針
を
前
に
進

め
る
た
め
の
総
合
的
な
方
策

を
具
体
化
さ
せ
る
﹂
と
述
べ

る
と
と
も
に
︑
閣
議
決
定
を

基
に
︑
令
和
５
年
度
予
算
を

編
成
し
て
い
く
と
述
べ
た
︒

電
力
需
給
に
関
す
る
総

合
対
策
を
決
定

足
下
の
電
力
需
給
の

厳
し
さ
受
け

　

経
済
産
業
省
は
６
月
７

日
︑
２
０
２
２
年
度
の
電
力

需
給
に
関
す
る
総
合
対
策
を

決
定
し
︑
公
表
し
た
︒

　

国
内
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

巡
る
情
勢
変
化
に
よ
り
︑
足

下
の
電
力
需
給
は
極
め
て
厳

し
い
状
況
に
あ
る
︒
今
年
度

夏
季
の
電
力
需
給
は
︑
10
年

に
一
度
の
猛
暑
を
想
定
し
た

需
要
に
対
し
︑
安
定
供
給
に

最
低
限
必
要
な
予
備
率
（
３

％
）を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
︑

７
月
の
東
北
・
東
京
・
中
部

エ
リ
ア
の
予
備
率
は
３
・
１

％
と
︑
非
常
に
厳
し
い
見
通

し
と
な
っ
て
い
る
︒

　

経
産
省
で
は
︑
国
民
全
体

で
一
層
の
節
電
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
︑
今
年
度
は
さ
ら

な
る
電
力
需
給
逼ひ

っ
ぱ
く迫
に
直
面

す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
︑

節
電
・
省
エ
ネ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
推
進
す
る
と
と
も
に
︑

産
業
界
等
に
対
し
︑
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
効
率
の
高
い
設
備

や
機
器
へ
の
更
新
を
促
し
て

い
く
︒
ま
た
︑
産
業
界
や
自

治
体
と
連
携
し
た
節
電
対
策

体
制
の
構
築
も
進
め
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
る
︒

（
６
月
15
日
〜
30
日
）

▽
６
月
17
日

・
令
和
４
年
度
第
１
回
青
年
部
会

全
国
代
表
者
協
議
会

▽
６
月
29
日

・
第
17
回
タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・
高
圧

ガ
ス
部
会

▽
６
月
30
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
99
回
通
常
総
会

・
第
１
９
６
回
理
事
会

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
交
通
事
故

防
止
と
輸
送
品
質
の
向
上
の

一
助
と
し
て
︑
同
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
活
用
す
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
る
︒

「
求
人
情
報
サ
イ
ト
構
築

に
関
す
る
担
当
者
説
明
会
」

を
開
催都

道
府
県
ト
協
向
け
に

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

５
月
30
日
か
ら
31
日
に
か
け

て
︑﹁
求
人
情
報
サ
イ
ト
構

築
に
関
す
る
担
当
者
説
明

会
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

全
ト
協
で
は
こ
の
ほ
ど
︑

㈱
リ
ク
ル
ー
ト
の
無
料
採
用

支
援
ツ
ー
ル
﹁
Ａ
ｉ
ｒ
Ｗ
Ｏ

Ｒ
Ｋ
﹂を
利
用
す
る
こ
と
で
︑

全
国
的
な
求
人
情
報
サ
イ
ト

を
構
築
す
る
ス
キ
ー
ム
を
整

備
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
員
事
業
者
は
無
料

で
採
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ

Ｐ
）
を
開
設
す
る
こ
と
が
で

き
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
に
お
い
て
も
︑
費
用
が
か

か
ら
ず
最
小
限
の
手
間
で
求

人
サ
イ
ト
を
構
築
す
る
こ
と

が
で
き
る
︒

　

現
在
︑
全
ト
協
で
は
︑
都

道
府
県
ト
協
か
ら
の
求
人
情

報
サ
イ
ト
構
築
事
業
に
関
す

る
参
加
申
し
込
み
を
受
付

中
︒
順
次
︑
参
加
す
る
各
都

道
府
県
ト
協
へ
求
人
情
報
一

覧
と
な
る
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ペ

ー
ジ
を
提
供
す
る
と
と
も
に

Ａ
ｉ
ｒ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
を
活
用

し
︑
リ
ク
ル
ー
ト
に
よ
る
求

人
情
報
入
力
代
行
を
行
う
会

員
事
業
者
向
け
の
求
人
Ｈ
Ｐ

作
成
支
援
を
進
め
て
い
く
︒

「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
簡
易
算

定
ツ
ー
ル
（
ト
ラ
イ
ア
ル

版
）」
を
公
表

自
社
デ
ー
タ
を
活
用
し
て

Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
を
自
動
計
算

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
用
﹁
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

簡
易
算
定
ツ
ー
ル
（
ト
ラ
イ

ア
ル
版
）﹂
を
全
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
た
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
２
０
５
０

年
の
﹁
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
﹂
を
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
全
体
で
目
指
す
た
め
︑﹁
新

・
環
境
基
本
行
動
計
画
﹂（
平

成
26
年
策
定
）
に
代
わ
る
新

た
な
行
動
計
画
と
し
て
︑
今

年
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

環
境
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
﹂
を

策
定
︒
同
計
画
の
中
で
︑
運

送
事
業
者
が
自
社
の
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

を
把
握
す
る
こ
と
を
﹁
サ
ブ

目
標
２
﹂
と
し
て
掲
げ
て
い

る
こ
と
か
ら
︑
各
事
業
者
が

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
簡
易
に
算

定
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
作

成
し
た
︒

　

算
定
対
象
は
︑
自
社
が
運

行
す
る
︑
車
両
総
重
量
３
・

５
㌧
以
上
の
事
業
用
ト
ラ
ッ

ク
︒
自
社
で
把
握
し
て
い
る

燃
料
使
用
量
や
走
行
㌔
な
ど

の
デ
ー
タ
の
内
容
と
精
度
に

よ
っ
て
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
分

類
︒
各
ス
テ
ッ
プ
に
応
じ
た

目
標
﹂
を
設
定
し
︑
翌
年
度

以
降
の
行
動
計
画
に
繋
げ
る

こ
と
を
目
指
す
︒

『「
運
行
管
理
業
務
と
安
全
」

マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
改
訂

最
新
の
法
令
を
反
映

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑﹃﹁
運
行
管
理
業

務
と
安
全
﹂マ
ニ
ュ
ア
ル
﹄（
令

和
４
年
５
月
改
訂
版
・
写

帳
票
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
各
デ

ー
タ
を
入
力
す
る
と
︑
自
社

の
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
自
動
計
算
さ
れ
る
︒

　

な
お
︑
同
ツ
ー
ル
は
令
和

４
年
度
中
は
ト
ラ
イ
ア
ル
版

と
し
て
公
開
︒
全
ト
協
で
は
︑

そ
の
間
に
利
用
者
か
ら
の
意

見
や
質
問
を
受
け
付
け
︑
そ

れ
ら
を
反
映
さ
せ
て
︑
５
年

４
月
か
ら
﹁
実
施
版
﹂
を
提

供
す
る
予
定
︒
自
社
の
実
態

を
把
握
し
た
上
で
︑﹁
削
減

真
）
を
発
刊
・
公
表
し
た
︒

　

同
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
︑
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
法
︑
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全

規
則
︑
道
路
運
送
車
両
法
︑

道
路
交
通
法
を
取
り
上
げ
て

解
説
し
︑
運
行
管
理
者
を
は

じ
め
と
し
た
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

従
事
者
の
︑
日
々
の
安
全
輸

送
の
確
保
を
目
的
と
し
て
制

作
さ
れ
て
い
る
も
の
︒

　

最
新
の
法
令
を
反
映
し
た

同
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
︑
Ａ
４
サ
イ

ズ
・
全
１
１
６
ペ
ー
ジ
か
ら

成
り
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー

︻
お
こ
と
わ
り
︼次
号
の
７
月
１
日
号
は
︑

編
集
上
の
都
合
に
よ
り
７
月
５
日
号

と
し
て
発
行
い
た
し
ま
す
︒ 

広
報
室

『広報とらっく』からのお願い
交通・運転マナーを守って！交通・運転マナーを守って！
プロトラックドライバーはプロトラックドライバーは
一般ドライバーの見本に一般ドライバーの見本に

・急な車線変更
・不用意なクラクション
・コンビニや公共施設の駐車場等での長時間駐車
・大型車進入禁止箇所等でのＵターン
・駐車場や道路へのゴミのポイ捨て
　事業用トラックは車体が大きいことから、一般乗用車より
目立ち、上記の行為が交通弱者や沿道の住民の方にとって、よ
り迷惑に感じられます。プロトラックドライバーは、交通法
規を守るだけでなく、マナーを守り、一般ドライバーの見本
となりましょう。
　また、最近、交通トラブルによる事故等が社会問題化してい
ます。道路交通法が改正され、令和２年６月末からあおり運
転が厳罰化されるなど、マナーからルールへと状況は変わっ
てきましたが、他車から迷惑行為を受けても冷静に対応する
とともに、自身もより一層の安全運転に努めましょう。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の

皆
様
の
多
く
は
厳
し
い
環
境

下
に
お
い
て
も
︑
現
場
の
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働

条
件
改
善
へ
の
原
資
を
確
保

す
る
た
め
に
︑
適
正
運
賃
・

料
金
収
受
へ
の
取
り
組
み
を

続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

　

昨
年
12
月
に
開
催
し
た

﹁
燃
料
価
格
高
騰
経
営
危
機

突
破
総
決
起
大
会
﹂
で
は
︑

地
域
経
済
と
国
民
の
暮
ら
し

を
支
え
る
公
共
輸
送
サ
ー
ビ

ス
を
今
後
も
安
定
的
に
提
供

し
て
い
く
た
め
に
︑
国
と
し

て
可
能
な
す
べ
て
の
対
策
の

緊
急
実
施
を
強
く
求
め
た
︒

そ
の
結
果
︑
政
府
が
実
施
し

て
い
る
燃
料
油
価
格
に
対
す

る
激
変
緩
和
事
業
に
つ
い
て
︑

基
準
価
格
が
引
き
下
げ
ら

れ
︑
石
油
元
売
り
会
社
へ
の

支
給
幅
が
拡
充
さ
れ
る
と
と

も
に
︑
同
事
業
の
今
年
度
上

半
期
中
の
継
続
実
施
が
決
ま

っ
た
︒

坂
本
克
己
会
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）�

（
１
面
に
関
連
）

　
﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
に
関

し
て
は
︑
令
和
６
年
３
月
ま

で
の
時
限
措
置
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
︑
ま
さ
に
今
荷

主
と
の
交
渉
を
進
め
︑
労
働

条
件
改
善
に
向
け
た
原
資
を

確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

一
方
で
︑
中
小
・
零
細
事
業

者
の
皆
様
は
荷
主
と
の
交
渉

力
が
弱
い
た
め
︑
政
府
に
対

し
て
荷
主
対
策
の
さ
ら
な
る

強
化
を
働
き
か
け
て
き
た
︒

そ
の
結
果
︑
昨
年
12
月
に
は

﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

る
価
値
創
造
の
た
め
の
転
嫁

円
滑
化
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
と
荷
主
と

の
取
引
の
公
正
化
に
向
け
て
︑

公
正
取
引
委
員
会
な
ど
関
係

省
庁
に
よ
る
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
る
︒

　

会
員
事
業
者
の
皆
様
の
お

か
げ
で
︑﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂︑

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
制
度
な

ど
︑
運
賃
・
料
金
の
適
正
収

受
実
現
へ
の
環
境
が
整
っ
た
︒

こ
れ
に
よ
り
︑
国
を
挙
げ
て

問
題
の
あ
る
荷
主
へ
の
対
策

を
強
化
す
る
仕
組
み
を
勝
ち

取
っ
た
︒

　

今
後
は
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
︑

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

の
経
営
支
援
に
繋
げ
て
い
く

必
要
が
あ
る
︒
い
く
つ
か
の

自
治
体
で
は
︑
交
付
金
活
用

に
関
す
る
成
功
事
例
が
生
ま

れ
つ
つ
あ
る
︒
国
費
を
中
小

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
経

営
支
援
に
活
か
し
て
い
く
た

め
に
︑
本
日
お
集
ま
り
の
会

員
事
業
者
の
皆
様
に
は
︑
地

方
自
治
体
と
の
強
力
な
交
渉

を
お
願
い
し
た
い
︒

中
小
事
業
者
の
経
営
支
援
に
全
力
を
傾
注
!!

 
平
ボ
デ
ー
車
に
お
け
る
荷
役

作
業
時
の
注
意
を
呼
び
か
け

「
荷
役
作
業
時
の
安
全
対
策
」

　
（
一
社
）
日
本
自
動
車
車

体
工
業
会
ト
ラ
ッ
ク
部
会

は
︑
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
﹁
平
ボ

デ
ー
車
安
全
ニ
ュ
ー
ス
（
荷

役
作
業
時
の
安
全
対
策
編
）﹂

︵
写
真
︶
を
作
成
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
の
死
傷
事
故
に

お
い
て
︑
荷
役
作
業
が
要
因

と
な
っ
た
事
故
が
毎
年
発

生
︒
中
で
も
平
ボ
デ
ー
車
の

荷
役
作
業
に
は
︑
荷
台
へ
の

昇
降
︑
ル
ー
フ
デ
ッ
キ
や
鳥

居
デ
ッ
キ
上
で
の
高
所
作
業

も
あ
る
こ
と
か
ら
︑
重
大
な

事
故
に
繋
が
る
ケ
ー
ス
が
多

発
し
て
い
る
︒

　

同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
は
︑

平
ボ
デ
ー
車
に
お
け
る
事
故

内
容
お
よ
び
事
故
発
生
の
要

因
に
つ
い
て
写
真
入
り
で
説

明
︒
そ
の
上
で
︑
安
全
対
策

を
行
い
︑
事
故
を
防
ぐ
よ
う

呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
︑
安
全
な
荷
役

作
業
の
ポ
イ
ン
ト
は
︑
図
の

通
り
︒

　

同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
︑
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶

よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
︒

 

荷荷役役作作業業風風景景

足足場場のの悪悪いい高高所所ででのの作作業業やや荷荷台台へへのの昇昇降降

のの際際ににはは、、墜墜落落・・転転落落すするる恐恐れれががあありりまますす。。

荷荷台台端端ななどどのの狭狭いい空空間間でではは、、足足をを踏踏みみ外外しし

ややすすくく、、ままたた、、無無理理なな姿姿勢勢ででのの作作業業ははととててもも

危危険険でですす。。

雨、風、雪、凍結といった天候の影響による作業

環境の悪化は被災につながる恐れがあります。

ここののよよううにに、、日日々々のの荷荷役役作作業業ににはは危危険険がが潜潜んんででいいまますす。。安安全全をを意意識識ししたた対対策策がが必必要要不不可可欠欠でですす！！

あおり使用時には挟まれ、巻き込み、煽りの

ロック不良等に注意が必要です。

トラックの死傷事故において、荷役作業が要因となった事故は毎年発生しています。

平ボデー車の荷役作業には荷台への昇降、ルーフデッキや鳥居デッキ上での高所

作業もあり、それが原因で重大な事故に繋がるケースが多発しています。

陸運事業者は荷役作業での労働災害を防止するために、これらの危険作業に対する

安全対策が必要です。

＜平ボデー車における荷役作業の背景について＞

＜＜荷荷役役作作業業時時のの安安全全対対策策編編＞＞平平ボボデデーー車車安安全全ニニュューースス

【事故内容及び事故発生の要因】

【荷台等への昇降】 【高所作業】 【狭い空間での作業】

【濡れた足場での作業】【はさまれ・巻き込まれ】

―おお客客様様各各位位― No.1 2022・・03

一一般般社社団団法法人人 日日本本自自動動車車車車体体工工業業会会 トトララッックク部部会会

図　安全な荷役作業をするためのポイント
①作業環境、内容に合わせた安全装備
　荷役作業場所の作業環境や作業内容に合わせた服
装や保護帽、耐滑性や屈曲性のある安全靴等を着用
して作業しましょう。
②作業場所の整理、整頓
　作業を行う前に作業場所の床、地面の凸凹等の確
認、整理、整頓を行い、転倒や転落の危険を未然に
防ぎましょう。
③積荷上での作業は必要最小限に
　不安定な積荷上ではできる限り移動せず、無理な姿
勢での作業は避けましょう。また、荷締め等の作業は、
積荷や荷台上で行わず、できる限り地上から行いま
しょう。
④荷台への昇降は、三点確保を心掛ける
　手足４点のうち、どれか１点を動かすときは、必
ず残り３点を確保しておく。

「骨太方針 2022」の主な内容（トラック運送業界関係）
・賃上げ・最低賃金
　中堅・中小企業の活力向上につながる事業再構築・生産性
向上等の支援を通じて賃上げの原資となる付加価値の増大を図
るとともに、適切な価格転嫁が行われる環境の整備に取り組む。

・デジタルトランスフォーメーション（DX）への投資
　自動運転車や低速・小型の自動配送ロボットの活用を含む物
流分野のDXや標準化、センサー、ドローン、AI（人工知能）
診断、IoT（モノのインターネット）技術、ビッグデータ分析など、
あらゆる技術を活用するためのテクノロジーマップを整備し、
実装を加速させる。

・分散型国づくり・地域公共交通ネットワークの再構築
　我が国の成長と国民生活を支えるサプライチェーンの強化に
向けた環境整備のため、高規格道路等の物流ネットワークの早
期整備・活用等に取り組む。

・新型コロナウイルス感染症の影響で債務が増大している企業等
への対応
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた企業に対して資金
繰り等の支援に取り組んできた中、企業債務が増大しているこ
とに加え、原油等の価格高騰の影響を受けている状況への対応
に万全を期す。

・防災・減災、国土強靭化
　近年の災害を踏まえ、災害に強い交通ネットワークの構築、
豪雪時の道路交通確保対策の強化等を推進する。

経 産 省

全ト協

　全日本トラック協会では、道路や
駐車施設等におけるトラックドライバ
ーによる車内ゴミの「ポイ捨て」防
止の徹底を図るために、周知ポスタ
ー（写真）を作成し、今号の『広
報とらっく』に刷り込んでいます。
　公共道路を使用して輸送サービス
を提供するトラック運送業界にとっ
て、道路環境の美化・
保全は責務です。車内
ゴミのポイ捨て防止を
徹底しましょう。

トラック運送業にとって、道路は大切な職場です。
職場を安全で快適な場所にするため、

ごみのポイ捨ては絶対にしないよう、
ご協力をお願いいたします。

本物のプロは
道路だって
きれいに使う
プロドライバー

の
みなさまへ

車内ゴミの「ポイ捨て防止」周知ポスターを作成
今号の『広報とらっく』に刷り込み（4面に関連）

７月１日～７日は「フォークリフト安全週間」７月１日～７日は「フォークリフト安全週間」
令和４年度「フォークリフト安全の日」を開催令和４年度「フォークリフト安全の日」を開催

　（一社）日本産業車両協会では令和３年より、７月１日～７日
を「フォークリフト安全週間」と定めています。
　今年も昨年に引き続き、４年度「フォークリフト安全の日」
を７月４日㈪に開催します。多くの方々に参加いただき、フォ
ークリフト使用時の安全性向上・事故防止にお役立てください。

・開催日時　令和４年７月４日㈪　午後1：30～ 3：30
・会場　女性就業支援センターホール（東京都港区芝5-35-3）

＊参加申し込みは、「フォークリフト安全の日」
参加申込ページ（二次元コード）より（参加
費無料）。
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医療機器認証番号：231ABBZX00007000
医療機器分類：管理医療機器 特定保守管理医療機器

商品型式：HBP-9030

HBP-9030

腕
を
奥
ま
で
入
れ
て

く
だ
さ
い

https://www.nikka-net.or.jp　FAX.03-3355-2037
ご注文は日貨協連のホームページまたはファクスからお申し込みください。
製品についてのお問い合わせは日貨協連まで　TEL.03-3355-2031

令和
４年度
令和
４年度

安全運転や生活習慣改善には、日々測定が重要です

2021/09/10　11:22

正確測定Navi
1. 腕を奥まで入れる
2. 体を横に向ける
3. 背筋をのばす

● 体動がありました
● 再測定してください

● リラックスした状態で測定してください
● 動いたり、お喋りしたりしないでください

健康起因による事故予防対策の一環にご活用を

業務用血圧計が10万円以下で、業務用血圧計が10万円以下で、
さらに助成活用で半額！さらに助成活用で半額！

　

国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ

ど
︑
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
に
掲
載
し
て
い
る

﹁
整
備
管
理
規
程
（
例
）﹂

の
見
直
し
を
行
っ
た
︒

　

道
路
運
送
車
両
法
施
行
規

則
第
32
条
第
２
項
に
お
い

て
︑
整
備
管
理
者
の
選
任
に

併
せ
︑
そ
の
権
限
の
執
行
に

係
る
基
準
を
同
規
程
と
し
て

定
め
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
︒
今
回
の
見
直
し

で
は
︑
改
正
道
路
運
送
車
両

法
（
令
和
２
年
４
月
１
日
施

行
）
と
﹁
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
輸
送
安
全
規
則
の
解
釈

及
び
運
用
に
つ
い
て
﹂（
３
年

１
月
26
日
付
）
に
お
け
る
改

正
を
反
映
︒
従
来
の
﹁
分
解

整
備
﹂
が
﹁
特
定
整
備
﹂
に

改
正
さ
れ
た
（
第
17
条
）
ほ

か
︑﹁
冬
用
タ
イ
ヤ
の
点
検

整
備
﹂（
第
15
条
）︑﹁
大
型

車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
措

置
﹂（
第
18
条
）
が
追
記
さ

れ
た
︒

　

な
お
︑
同
規
程
（
例
）
は

﹁
道
路
貨
物
運
送

業
﹂
な
ど
を
重
点

立
入
業
種
に
選
定

「
買
い
た
た
き
」
処
理
状
況
等

踏
ま
え
立
入
調
査
実
施

　

公
正
取
引
委
員
会
と
中
小

企
業
庁
は
５
月
31
日
︑﹁
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
価

値
創
造
の
た
め
の
転
嫁
円
滑

化
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
に
基

づ
く
取
り
組
み
と
し
て
︑
令

和
３
年
度
に
お
け
る
下
請
代

金
支
払
遅
延
等
防
止
法
（
下

国
交
省
Ｈ
Ｐ

︵
二
次
元
コ
ー

ド
︶
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
︒

 

ト
ラ
ガ
ー
ル
促
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
サ
イ
ト
を
リ
ニュー
ア
ル

運
送
事
業
者
向
け

コ
ン
テ
ン
ツ
も
掲
載

　

国
土
交
通
省
は
６
月
７

日
︑
女
性
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
（
愛
称
:
ト
ラ
ガ
ー

ル
）
の
多
様
な
働
き
方
や
キ

ャ
リ
ア
形
成
︑
ト
ラ
ガ
ー
ル

活
躍
推
進
方
策
等
を
紹
介
す

る
﹁
ト
ラ
ガ
ー
ル
促
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
﹂
サ
イ
ト
︵
二
次

元
コ
ー
ド
︶

を
全
面
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し

た
︒

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト

は
︑
ト
ラ
ガ
ー
ル
を
目
指
す

女
性
や
︑
ト
ラ
ガ
ー
ル
の
さ

ら
な
る
活
躍
促
進
を
目
指
す

経
営
者
等
へ
︑
有
益
な
情
報

請
法
）上
の﹁
買
い
た
た
き
﹂

の
処
理
状
況
の
ほ
か
︑﹁
価

格
転
嫁
円
滑
化
ス
キ
ー
ム
﹂

に
基
づ
く
関
係
省
庁
か
ら
の

情
報
提
供
の
結
果
な
ど
を
踏

ま
え
︑
重
点
立
入
調
査
の
対

象
と
す
る
業
種
と
し
て
︑
道

路
貨
物
運
送
業
︑
金
属
製
品

製
造
業
︑
生
産
用
機
械
器
具

製
造
業
お
よ
び
輸
送
用
機
械

器
具
製
造
業
を
選
定
し
た
︒

　

令
和
３
年
度
に
お
け
る
下

請
法
上
の
﹁
買
い
た
た
き
﹂

は
１
１
８
６
件
で
︑
製
造
業

以
外
に
対
す
る
処
理
件
数
は

７
６
７
件
を
占
め
た
︒
そ
の

う
ち
道
路
貨
物
運
送
業
は
１

７
５
件
（
22
・
８
％
）
と
最

多
だ
っ
た
︒

 

﹁
価
格
転
嫁
に
係
る
業
務

分
析
報
告
書
﹂
を
公
表

業
種
別
状
況
等
取
り
ま
と
め

　

公
取
委
と
中
企
庁
は
同

日
︑
令
和
３
年
度
に
お
け
る

下
請
法
違
反
被
疑
事
件
の
処

理
状
況
︑
荷
主
と
物
流
事
業

　

公
取
委
と
中
企
庁
で
は
︑

こ
れ
ら
の
業
種
に
つ
い
て
重

点
的
に
立
入
調
査
を
実
施
す

る
と
し
て
い
る
︒

者
と
の
取
引
に
関
す
る
調
査

結
果
に
基
づ
き
︑
事
例
︑
実

績
︑業
種
別
状
況
等
に
つ
い
て
︑

﹁
価
格
転
嫁
に
係
る
業
種
分

析
報
告
書
﹂
を
取
り
ま
と
め

た
︒

　

同
報
告
書
に
は
︑﹁
燃
料

価
格
が
上
昇
し
た
た
め
︑
親

事
業
者
が
上
昇
分
の
取
引
価

格
へ
の
反
映
を
下
請
事
業
者

か
ら
求
め
ら
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
︑
下
請
事
業
者
と
十

分
に
協
議
す
る
こ
と
な
く
︑

一
方
的
に
従
来
ど
お
り
に
取

引
価
格
を
据
え
置
い
て
い
た
﹂

と
い
う
道
路
貨
物
運
送
業
の

﹁
買
い
た
た
き
﹂
事
例
も
掲

載
︒
公
取
委
と
中
企
庁
で
は
︑

今
後
︑
法
違
反
が
多
く
認
め

ら
れ
る
業
種
に
つ
い
て
︑
事

業
所
管
省
庁
と
連
名
で
︑
事

業
者
団
体
に
対
し
︑
傘
下
企

業
に
お
い
て
法
遵
守
状
況
の

自
主
点
検
を
行
う
よ
う
要
請

す
る
と
し
て
い
る
︒

を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的

に
︑
平
成
27
年
に
国
交
省
が

開
設
し
た
も
の
︒

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

は
︑
ト
ラ
ガ
ー
ル
に
対
す
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
刷
新
や
︑

使
い
や
す
さ
・
見
や
す
さ
の

向
上
︑
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
対
応

等
を
実
施
︒
①
﹁
ト
ラ
ガ
ー

ル
の
魅
力
﹂（
物
流
業
界
で

働
く
メ
リ
ッ
ト
︑
ト
ラ
ガ
ー

ル
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
）︑

②
﹁
ト
ラ
ガ
ー
ル
に
な
ろ
う

！
﹂（
ト
ラ
ガ
ー
ル
・
経
営

者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
︑
運
転
免

許
の
種
類
等
）︑
③
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
向
け
情
報
（
女

性
活
躍
推
進
に
よ
る
効
果
︑

お
す
す
め
施
策
︑各
種
制
度
︑

関
係
リ
ン
ク
等
）
︱
︱
の
コ

ン
テ
ン
ツ
を
掲
載
し
て
い
る
︒

 

０
時
~
４
時
の
深
夜
利
用

が
増
加首

都
高
速
道
路
料
金

改
定
後
の
交
通
状
況

　

国
土
交
通
省
は
５
月
24

日
︑
今
年
４
月
に
実
施
さ
れ

た
首
都
高
速
道
路
等
の
料
金

改
定
後
（
１
か
月
）
の
交
通

状
況
を
取
り
ま
と
め
︑
公
表

し
た
︒

　

首
都
圏
三
環
状
道
路
を
中

心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
中
︑

首
都
圏
の
高
速
道
路
が
よ
り

効
率
的
に
賢
く
使
わ
れ
る
よ

う
︑
今
年
４
月
に
首
都
高
速

道
路
等
の
料
金
改
定
（
上
限

料
金
の
引
上
げ
︑
深
夜
割
引

の
導
入
︑
多
頻
度
割
引
の
拡

充
︑
千
葉
外
環
迂
回
利
用
割

引
の
導
入
な
ど
）
が
実
施
さ

れ
た
︒

　

料
金
改
定
後
（
大
型
連
休

前
日
︑
連
休
期
間
中
の
平
日

を
除
く
平
日
）
の
主
な
交
通

状
況
は
次
の
通
り
︒

① 

首
都
高
速
の
長
距
離
利
用

（
36
㌔
㍍
超
）
が
減
少
し

た
︒
一
方
︑
短
距
離
の
利

用
は
増
加
︑
都
心
通
過
が

減
少

② 
千
葉
外
環
迂
回
利
用
割
引

が
適
用
さ
れ
る
三
郷

⇔

神

奈
川
方
面
は
︑
千
葉
外
環

の
利
用
が
増
え
︑
６
号
三

郷
線
経
由
の
都
心
通
過
が

減
少

③ 

深
夜
利
用
が
増
加
（
０
時

~
４
時
の
交
通
量
は
前
年

比
13
％
増
）
し
た
一
方
︑

朝
夕
の
ピ
ー
ク
な
ど
日
中

万
６
０
０
０
円

（
同
）︒な
お
︑

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
電

子
申
請
の
場

合
は
︑
審
査
料
が
３
万
３
０

０
０
円（
同
）に
割
引
と
な
る
︒

　

認
証
事
業
者
に
対
し
て

は
︑
厚
生
労
働
省
と
の
連
携

に
よ
り
︑
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

お
け
る
求
人
票
へ
の
認
証
マ

ー
ク
︵
写
真
︶
の
表
示
や
︑

 

コ
ン
テ
ナ
へ
の
ヒ
ア
リ
侵
入

防
止
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け

５
月
に
は
東
京
港
で

５
０
０
個
体
が
発
見

　

国
土
交
通
省
は
５
月
27

日
︑
環
境
省
か
ら
の
依
頼
を

受
け
て
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
会
員
事
業
者
に
対
し

て
︑
コ
ン
テ
ナ
へ
の
ヒ
ア
リ
侵

入
防
止
等
に
関
す
る
協
力
依

頼
を
行
っ
た
︒

　
﹁
特
定
外
来
生
物
に
よ
る

認
証
事
業
者
と
求
職
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
が
行
わ
れ

る
︒
ま
た
︑
求
人
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
等
の
認
定
推
進
機
関
の

協
力
を
得
て
︑﹁
求
人
サ
イ

ト
に
認
証
事
業
者
の
特
集
ペ

ー
ジ
の
掲
載
﹂
や
︑﹁
設
備

改
修
工
事
の
料
金
割
引
﹂
等

も
実
施
さ
れ
る
︒

　

認
証
事
業
者
の
公
表
は
︑

５
年
３
月
以
降
︑
順
次
実
施

さ
れ
る
予
定
︒

生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防

止
に
関
す
る
法
律
﹂
に
基
づ

き
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
ヒ
ア
リ
は
︑
平
成

29
年
６
月
に
国
内
で
初
め
て

確
認
さ
れ
て
以
降
︑
18
都
道

府
県
85
事
例
が
確
認
さ
れ
て

い
る
（
５
月
30
日
現
在
）︒

今
年
５
月
25
日
に
は
︑
環
境

省
が
実
施
す
る
東
京
港
青
海

ふ
頭
で
の
調
査
で
︑
ヒ
ア
リ

約
５
０
０
個
体
が
発
見
さ
れ

て
い
る
︒
こ
れ
ま
で
報
告
さ

　

な
お
︑２
年
度
に
申
請
し
︑

認
証
さ
れ
た
事
業
者
（
有
効

期
間
:
５
年
６
月
30
日
ま

で
）
の
申
請
に
つ
い
て
は
︑

12
月
に
受
付
を
開
始
す
る
︒

な
お
︑
受
付
の
詳
細
に
つ
い

て
は
︑
８
月
末
ま
で
に
公
表

さ
れ
る
予
定
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
同
制

度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の

こ
と
︒

れ
て
い
る
事
例
の
う
ち
︑
国

内
へ
の
移
入
経
路
が
確
認
さ

れ
た
も
の
の
多
く
が
︑
中
国

を
出
港
し
︑
ま
た
は
経
由
し

た
コ
ン
テ
ナ
に
由
来
す
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
︒

　

今
後
秋
季
ま
で
ヒ
ア
リ
の

活
動
が
活
発
化
す
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
︑
環
境
省

で
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

等
に
対
し
て
別
掲
で
示
し
た

取
り
組
み
を
行
う
よ
う
呼
び

か
け
て
い
る
︒

の
利
用
が
減
少

④ 

首
都
高
速
の
渋
滞
が
緩
和

（
首
都
高
速
の
渋
滞
損
失

時
間
は
前
年
比
で
10
％
減

少
）

 

新
規
﹁
一
つ
星
﹂
の
申
請

を
９
月
16
日
か
ら
受
付

２
０
２
２
年
度
「
働
き
や
す
い

職
場
認
証
制
度
」

　

国
土
交
通
省
は
６
月
８

日
︑
２
０
２
２
年
度
﹁
働
き

や
す
い
職
場
認
証
制
度
（
正

式
名
称
:
運
転
者
職
場
環

境
良
好
度
認
証
制
度
）﹂
に

つ
い
て
︑
新
規
﹁
一
つ
星
﹂
の

申
請
を
９
月
16
日
㈮
~
11
月

15
日
㈫
の
間
受
け
付
け
る
と

発
表
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
自
動
車
運

送
事
業
の
運
転
者
不
足
に
対

応
す
る
た
め
の
総
合
的
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
︑
令
和

２
年
度
に
同
制
度
を
創
設
︒

同
制
度
を
通
じ
︑
職
場
環
境

改
善
に
向
け
た
各
事
業
者
の

取
り
組
み
を
﹁
見
え
る
化
﹂

す
る
こ
と
で
︑
求
職
者
の
イ

メ
ー
ジ
刷
新
を
図
り
︑
運
転

者
へ
の
就
職
を
促
す
と
と
も

に
︑
さ
ら
な
る
改
善
の
取
り

組
み
を
促
す
こ
と
で
︑
よ
り

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
実

現
や
安
定
的
な
人
材
の
確
保

が
期
待
さ
れ
る
︒

　

同
制
度
で
は
︑
国
交
省
の

指
定
を
受
け
た
（
一
財
）
日

本
海
事
協
会
が
認
証
実
施
団

体
と
し
て
申
請
受
付
︑
審
査

お
よ
び
認
証
手
続
き
を
実
施

す
る
︒
料
金
は
︑
審
査
料
５

万
５
０
０
０
円
（
税
込
︑
１

申
請
当
た
り
）︑
登
録
料
６

整
備
管
理
規
程（
例
）を
一
部
修
正

車
両
法
等
の
改
正
を
反
映

　

同
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て

は
︑
厚
労
省
Ｈ
Ｐ
内
﹁
女
性

就
業
支
援
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ナ

ビ
﹂ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

盤
導
入
枠
（
デ
ジ
タ
ル
化
基

盤
導
入
類
型
・
複
数
社
連
携

Ｉ
Ｔ
導
入
類
型
）﹂
に
加
え

て
︑
令
和
元
年
度
補
正
予
算

で
実
施
す
る
﹁
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
推
進
枠
﹂
を
新
た
に

設
け
︑
公
募
を
開
始
す
る
と

発
表
し
た
︒

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
推
進

枠
で
は
︑
生
産
性
向
上
に
取

り
組
む
中
小
企
業
等
に
お
い

て
︑
サ
イ
バ
ー
イ
ン
シ
デ
ン

ト
が
原
因
で
事
業
継
続
が
困

難
と
な
る
事
態
を
回
避
す
る

と
と
も
に
︑
こ
う
し
た
被
害

令
和
４
年
度
﹁
女
性
の

就
業
支
援
・
働
く
女
性

の
健
康
に
係
る
情
報
提

供
事
業
﹂
を
実
施
中

（
一
財
）
女
性
労
働
協
会

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
女
性

の
就
業
促
進
と
健
康
保
持
増

進
の
た
め
の
支
援
施
策
の
全

国
的
な
充
実
を
図
る
た
め
︑

相
談
対
応
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）の
運
営
を
通
じ
て
︑

女
性
関
連
施
設
等
を
支
援
す

る
﹁
女
性
の
就
業
支
援
・
働

く
女
性
の
健
康
に
係
る
情
報

提
供
事
業
﹂
を
実
施
し
て
い

る
︒

　

令
和
４
年
度
は
︑（
一
財
）

女
性
労
働
協
会
を
事
業
委
託

先
と
し
︑
①
電
話
・
メ
ー
ル

・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
女
性

就
業
支
援
・
健
康
支
援
に
関

す
る
相
談
対
応
︑
②
Ｈ
Ｐ
を

通
じ
て
の
女
性
労
働
に
関
す

る
情
報
提
供
︱
︱
な
ど
を
行

っ
て
い
る
︒

 

Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
２
０
２
２

﹁
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
推
進

枠
﹂
の
公
募
を
開
始

中
小
機
構

　
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
（
中
小
機
構
）
は
５

月
31
日
︑
中
小
企
業
生
産
性

革
命
推
進
事
業
と
し
て
実
施

中
の
﹁
サ
ー
ビ
ス
等
生
産
性

向
上
Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事
業

（
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
）﹂
に

お
い
て
︑
既
に
公
募
を
行
っ

て
い
る
﹁
通
常
枠
（
Ａ
・
Ｂ

類
型
）﹂︑﹁
デ
ジ
タ
ル
化
基

が
供
給
制
約
や
価
格
高
騰
を

潜
在
的
に
引
き
起
こ
す
リ
ス

ク
や
事
業
者
の
生
産
性
向
上

を
阻
害
す
る
リ
ス
ク
を
低
減

す
る
こ
と
を
目
的
に
︑（
独
）

情
報
処
理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ

Ａ
）
が
公
表
す
る
﹁
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
お
助
け
隊

サ
ー
ビ
ス
リ
ス
ト
﹂
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
い
ず
れ
か
の
サ

ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
際
に
︑

当
該
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
（
最

大
２
年
分
）
の
一
部
を
支
援

す
る
も
の
︒

　

申
請
要
件
・
申
請
方
法
に

関
す
る
詳
細
は
︑﹁
Ｉ
Ｔ
導

入
補
助
金
２

０
２
２
サ
イ

ト
﹂︵
二
次
元

コ
ー
ド
︶
を

参
照
の
こ
と
︒

公 取 委
公正取引委員会がトラック運送事業者の公正取引委員会がトラック運送事業者の

燃料高騰分の価格転嫁が燃料高騰分の価格転嫁が
できない情報を集めています！！できない情報を集めています！！

　公正取引委員会では、令和3年12月に取りまとめられた「パートナーシップ
による価値創造のための転嫁円滑化施策パッケージ」において、道路貨物
運送業をはじめとした、労務費、原材料費、エネルギーコストの上昇分の転
嫁拒否が疑われる事案が発生していると見込まれる業種について、独占禁止
法上の「優越的地位の濫用」に関する緊急調査を実施しています。
　6月3日には、事業者間取引における価格転嫁の状況等を広範に把握する
観点から、受注者向けの調査票（8万通）を対象業種の事業者に発送しまし
た。
　また、調査票が届いていない事業者であっても、同調査に
参加することができるよう、公取委ホームページ上に特設ペ
ージ（二次元コード）を開設しました。
　今後、公取委では、今回の受注者向け調査の結果を踏ま
え、2万社以上の規模で発注者向けの書面調査を実施する
とともに、労務費、原材料費、エネルギーコストの上昇分の転嫁拒否が疑わ
れる事案に対する立入調査を実施します。さらに、関係事業者に対し、具体
的な懸念事項を明示した文書を送付の上、令和4年内を目途に調査結果を取
りまとめます。
　皆様からの積極的な情報提供をお願いいたします。

【提出期限】令和4年6月23日㈭
【問い合わせ先】公正取引委員会　優越的地位濫用緊急調査事務局
　　　　　　　（コールセンター設置期間：7月7日まで）
・電　　話　03-6831-1013（通話料金がかかります）
・受付期間　9:30 ～12:00、13:00 ～17:30（土・日曜を除く）

コンテナへのヒアリ侵入を防ぐために
①荷物積み込み時、出荷時
・空コンテナ受取時の確認
空コンテナ受取時に内部の確認をしてください。
・コンテナの積み込み前の確認
積荷を積み込む前に、ヒアリと疑われるアリ類が侵入していないこと
を確認してください。
※ヒアリと疑われるアリ類が確認された場合
　ヒアリと疑われるアリ類が確認された場合は、そのコンテナは使用
しないでください。使用する場合は、事前に十分な駆除が必要です。
・積荷の確認
コンテナへの搬入の際は、搬入前に、積荷にヒアリと疑われるアリ類
が付着していないことを確認してください。
②コンテナヤード等における確認
・荷揚げされたコンテナの確認
コンテナヤードに荷揚げされたコンテナに、ヒアリと疑われるアリ類
が付着していないことを確認してください。
③コンテナ開封時等における確認
・開封・積荷搬出時のコンテナの確認
コンテナ開封時および積荷搬出時に、ヒアリと疑われるアリ類がいな
いことを確認してください。
・積荷搬出後の確認
搬出した積荷（梱包材も含む）と、空になったコンテナを確認してく
ださい。
※ヒアリと疑われるアリ類が発見された場合
　ヒアリと疑われるアリ類が発見された場合、まずは刺激を避けつつ、
コンテナのどの箇所にどの程度の生存個体がいるか等、状況を確認し
てください。
　多数の生存個体の集団がいる（予想される）場合は、コンテナの扉
を閉めて逃げ出さないよう静置してください。その上で、関係機関（環
境省地方環境事務所、地方公共団体、港湾管理者等）に速やかに連絡し、
取り扱いについて相談してください。可能であれば、強粘着の布ガム
テープでコンテナの目張りをするなど、アリが逃げ出さないよう対応
してください。
　アリ類が少数しかおらず、逃げ出す恐れのない場合は、市販のスプ
レー式殺虫剤等でその場で駆除してください。
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国25か所のトラックステーション（TS）は全国25か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない

休憩施設です。休憩施設です。

全国25か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国25か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❺ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❻ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❼ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❽ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❾ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 35

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。
＊�安城TSは、令和4年6月30日㈭をもって閉鎖いたします。

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　
﹁
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を
要
請
し
た
が

応
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
︒
そ
れ
な
ら
と
運
賃
値
上
げ
に

切
り
替
え
て
再
交
渉
し
た
ら
︑
運

賃
値
上
げ
が
実
現
し
た
﹂（
中
部

運
輸
局
管
内
）︒
ま
た
︑
最
初
は

拒
否
さ
れ
て
取
り
付
く
島
も
な
か

っ
た
取
引
先
が
︑
後
日
︑
５
％
の

運
賃
値
上
げ
を
あ
っ
さ
り
承
諾
し

た
の
で
驚
い
た
と
い
う
事
業
者
は
︑

﹁
あ
の
取
引
先
は
︑
国
土
交
通
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
﹃
働
き
か
け
﹄
を
受

け
た
中
の
１
社
に
違
い
な
い
︑
と

社
内
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
﹂（
九

州
運
輸
局
管
内
）
と
い
う
︒

　

後
者
の
コ
メ
ン
ト
の
よ
う
に
︑

こ
れ
ら
運
賃
値
上
げ
実
現
の
背
景

に
は
︑
強
力
な
サ
ポ
ー
タ
ー
が
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
エ
ー
ル
を

送
っ
て
い
る
こ
と
が
︑
大
い
に
影

響
し
て
い
る
に
違
い
な
い
︒
昨
年

12
月
に
は
︑
国
交
省
を

は
じ
め
内
閣
官
房
︑
消

費
者
庁
︑厚
生
労
働
省
︑

経
済
産
業
省
︑
公
正
取

引
委
員
会
に
よ
り
︑﹁
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

る
価
値
創
造
の
た
め
の

転
嫁
円
滑
化
施
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
﹂
が
ま
と
め
ら

れ
た
︒﹁
我
々
に
と
っ
て

は
心
強
い
応
援
団
だ
﹂︒

　
﹁
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
﹃
原
油

価
格
・
物
価
高
騰
等
総
合
緊

急
対
策
﹄﹂
で
は
︑
燃
料
油
に

対
す
る
激
変
緩
和
事
業
や
︑
新

た
な
価
格
体
系
へ
の
適
応
の
円

滑
化
に
向
け
た
中
小
企
業
対
策

な
ど
︑
安
定
的

な
経
営
を
支
援

す
る
方
策
が
打

ち
出
さ
れ
て
い

る
︒

　

そ
の
よ
う
な

な
か
で
６
月
１

日
号
の
﹃
広
報

と
ら
っ
く
﹄
で
既

報
の
よ
う
に
︑

公
取
委
は
﹁
荷

主
と
物
流
事
業

者
と
の
取
引
に

関
す
る
調
査
結

果
﹂
を
発
表
し

た
︒
そ
れ
に
よ

る
と
労
務
費
︑

原
材
料
費
︑
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇
分
の

転
嫁
拒
否
が
疑
わ
れ
る
荷
主
19

名
に
立
ち
入
り
調
査
を
実
施
︒

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
︑
荷
主
６

４
１
名
に
対
し
て
具
体
的
な
懸

念
事
項
を
明
示
し
た
文
書
を
送

付
し
た
︒﹁
公
取
委
が
こ
こ
ま

で
踏
み
込
む
の
は
︑
画
期
的
な
こ

と
﹂
で
あ
る
︒

　

経
産
省
も
﹁
下
請
中
小
企
業

振
興
法
﹂
の
基
準
を
見
直
し
︑
下

請
企
業
と
の
価
格
交
渉
を
年
１
回

だ
け
で
は
な
く
︑
適
宜
︑
交
渉
に

応
じ
る
よ
う
に
改
正
す
る
方
向
と

い
う
︒
さ
ら
に
︑
厚
労
省
は
運
送

事
業
者
の
労
働
時
間
短
縮
な
ど
の

取
り
組
み
を
促
進
す
る
た
め
︑﹁
労

働
時
間
等
設
定
改
善
法
﹂
を
通
し

て
︑
事
業
者
へ
の
配
慮
が
欠
け
る

発
着
荷
主
へ
の
協
力
要
請
を
強
化

す
る
方
向
の
よ
う
だ
︒

　

そ
の
他
に
も
︑
関
係
各
省
庁
が

連
携
し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

が
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

よ
う
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
敷

い
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
運
送
事
業

者
が
抱
え
て
い
る
諸
課
題
の
解
決

が
︑
事
業
者
の
努
力
だ
け
で
は
難

し
い
か
ら
だ
︒
発
着
荷
主
は
も
と

よ
り
︑サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
︑

さ
ら
に
は
国
民
の
理
解
と
協
力
が

な
け
れ
ば
︑
持
続
可
能
な
物
流
サ

ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
確
保
は
困
難

だ
︑と
い
う
認
識
の
現
れ
で
あ
る
︒

　

だ
が
︑
ど
ん
な
に
熱
い
サ
ポ
ー

タ
ー
で
も
︑
選
手
に
代
わ
っ
て
プ

レ
ー
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒
声

援
を
受
け
て
プ
レ
ー
す
る
の
は
︑

選
手
自
身
で
あ
る
︒

第
303
回

サポーターの声援に応え最後は自力

　

盛
ん
な
産
業
活
動
と
旺
盛

な
物
流
ニ
ー
ズ
を
背
景
に
︑

大
阪
府
内
に
は
全
国
各
地
か

ら
多
く
の
ト
ラ
ッ
ク
が
流
入

し
て
く
る
︒
そ
し
て
︑
多
く

の
ト
ラ
ッ
ク
が
集
ま
る
こ
と

で
︑
府
内
で
は
古
く
か
ら
道

路
や
駐
車
施
設
へ
の
車
内
ゴ

ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
た
︒

　

大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
道
路
等
に
お
け
る
車
内

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
問
題
の
解

消
に
向
け
︑
実
態
把
握
に
努

め
る
と
と
も
に
︑
道
路
環
境

の
美
化
に
向
け
た
様
々
な
活

動
を
推
進
し
て
き
た
︒

　

様
々
な
取
り
組
み
の
ひ
と

つ
と
し
て
︑
府
内
の
主
要
な

物
流
拠
点
の
ひ
と
つ
で
あ
る

東
大
阪
流
通
業
務
地
区
（
大

阪
府
東
大
阪
市
）
お
よ
び
そ

の
周
辺
で
実
施
さ
れ
て
い
る
︑

荷
主
︑
運
送
事
業
者
︑
地
方

自
治
体
︑
警
察
な
ど
地
域
の

関
係
者
の
協
働
に
よ
っ
て
平

成
19
年
か
ら
続
い
て
い
る﹁
東

大
阪
Ｆ
Ｑ
Ｐ
協
議
会
﹂
の
活

動
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

東
大
阪
流
通
業
務
地
区
で

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
が
駐
車
休
憩

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ

て
い
た
︒
そ
の
た
め
︑
路
上

に
荷
待
ち
駐
車
の
ト
ラ
ッ
ク

が
列
を
作
る
な
ど
︑
交
通
渋

滞
・
都
市
環
境
・
交
通
安
全

面
で
大
き
な
問
題
が
発
生
し

て
い
た
︒
こ
う
し
た
問
題
を

解
消
す
べ
く
︑
荷
主
や
運
送

事
業
者
︑
大
阪
府
ト
協
︑
地

方
自
治
体
︑
警
察
な
ど
地
域

の
関
係
者
な
ど
に
よ
る
同
協

議
会
を
立
ち
上
げ
た
︒

　

大
阪
府
ト
協
事
務
局
が
現

地
に
赴
き
︑
同
地
区
に
お
け

る
車
内
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
の

実
態
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
︑

特
に
中
央
分
離
帯
の
植
え
込

み
な
ど
に
︑
外
か
ら
見
え
な

い
よ
う
な
形
で
捨
て
ら
れ
た

車
内
ゴ
ミ
が
多
か
っ
た
︵
写

真
②
︶︒
ま
た
︑
渋
滞
中
や

待
機
中
に
ド
ラ
イ
バ
ー
が
用

を
足
し
た
後
の
︑
尿
の
入
っ

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
路
上
脇

に
何
本
も
放
置
さ
れ
て
い
る

︵
写
真
④
︶
の
も
確
認
し
た

と
い
う
︒

　

道
路
環
境
美
化
に
向
け
た

同
協
議
会
の
主
な
取
り
組
み

は
︑
次
の
通
り
︒

1
路
上
駐
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

　

同
地
区
周
辺
に
お
い
て
︑

ト
ラ
ッ
ク
を
対
象
と
し
た
路

上
駐
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
毎
年
１
回
実
施
︒

令
和
３
年
10
月
29
日
に
は
︑

大
阪
府
ト
協
会
員
事
業
者
ら

が
路
上
に
放
置
さ
れ
た
車
内

ゴ
ミ
の
回
収
な
ど
を
行
っ
た
︒

2
ア
ク
セ
ス
マッ
プ
の
作
成

　

同
地
区
と
最
寄
り
高
速
道

路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
の
ア

ク
セ
ス
マ
ッ
プ
を
作
成
︒

3
ト
ラ
ッ
ク
走
行
に
つ
い
て
の

啓
発
チ
ラ
シ
の
作
成
・
配
布

　

駐
車
の
際
に
中
環
東
大
阪

休
憩
所
の
利
用
を
促
す
啓
発

チ
ラ
シ
を
作
成
し
︑
同
地
区

を
走
行
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
に
配
布
︒

4
車
線
減
少
社
会
実
験

　

ト
ラ
ッ
ク
の
路
上
駐
車
対

策
の
た
め
︑
同
地
区
内
に
お

　

一
方
︑
物
流
倉
庫
が
数
多

く
立
地
し
て
い
る
南
港
地
区

（
大
阪
市
住
之
江
区
）
で
も

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ

る
車
内
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が

数
多
く
み
ら
れ
る
状
態
と
な

っ
て
お
り
︑
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

レ
ジ
袋
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ゴ
ミ
が
強
風
で
飛
ば
さ
れ

て
海
に
入
る
お
そ
れ
が
あ
る

こ
と
か
ら
︑
海
ゴ
ミ
問
題
を

扱
う
大
阪
府
環
境
農
林
水
産

部
が
問
題
視
し
て
い
た
︒

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け

て
︑
大
阪
府
ト
協
で
は
大
阪

府
と
連
携
し
︑
車
内
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨
て
防
止
対
策
を
一
層

強
化
︒
令
和
４
年
度
大
阪
府

ト
協
事
業
計
画
の
中
に
も
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
等

の
流
通
業
務
地
区
や
港
湾
地

区
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
お
い

て
︑
路
上
駐
車
に
よ
る
排
気

ガ
ス
や
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
等

に
よ
る
環
境
問
題
に
対
処
す

る
た
め
︑
啓
発
活
動
を
実
施

す
る
﹂
こ
と
を
盛
り
込
む
こ

と
に
し
て
い
る
︒

　

令
和
４
年
度
に
実
施
す
る

取
り
組
み
の
主
な
内
容
は
︑

次
の
通
り
︒

1
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

実
施

　

全
国
各
地
か
ら
大
阪
府
内

に
流
入
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
行
動
ス
タ
イ
ル（
食

事
方
法
︑
ゴ
ミ
の
処
理
実
態

等
）
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
︒

同
調
査
は
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
大
阪
府
寝
屋

川
市
）
の
ほ
か
︑
Ｗ
ｅ
ｂ
上

い
て
中
央
分
離
帯
側
に
バ
リ

ケ
ー
ド
を
設
置
し
︑
車
線
を

減
少
︵
写
真
③
︶︒

　

ま
た
︑大
阪
府
ト
協
で
は
︑

大
阪
府
が
昭
和
60
年
か
ら
実

施
し
て
い
る
︑
大
阪
府
道
２

号
大
阪
中
央
環
状
線
（
大
阪

府
堺
市
堺
区
~
同
池
田
市
）

の
一
斉
清
掃
活
動
を
行
う

﹁
中
環
を
き
れ
い
に
す
る
日
﹂

に
も
協
力
︒
令
和
２
・
３
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
感
染
予
防
の
た
め
中

止
と
な
っ
た
が
︑
元
年
度
に

は
会
員
事
業
者
か
ら
50
人
が

参
加
し
︑
道
路
清
掃
活
動
を

行
っ
た
︵
写
真
①
︶︒

　

大
阪
府
ト
協
で
は
︑
各
地

の
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
お
け
る
様
々
な
取
り
組
み

な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

見
え
や
す
い
場
所
に
車
内
ゴ

ミ
ポ
イ
捨
て
防
止
を
訴
え
る

看
板
を
設
置
し
た
り
︑
監
視

カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
な
ど
︑

ポ
イ
捨
て
防
止
対
策
を
推
進

し
て
い
く
と
し
て
い
る
︒

で
も
実
施
す
る
予
定
︒

2
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
活

用
し
や
す
い
ト
ラ
ッ
ク
運
転
室

内
搭
載
ゴ
ミ
箱
の
開
発

　

同
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た

上
で
︑
外
に
臭
い
が
漏
れ
な

い
な
ど
の
工
夫
を
し
た
ト
ラ

ッ
ク
運
転
室
内
搭
載
ゴ
ミ
箱

を
開
発
し
︑
ア
ン
ケ
ー
ト
に

協
力
し
た
事
業
者
等
を
通
じ

て
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ゴ
ミ
箱
を

配
布
す
る
︒

　

現
在
︑
府
で
は
︑
府
内
の

ゴ
ミ
箱
メ
ー
カ
ー
に
対
し
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
︑
ゴ
ミ
箱

の
開
発
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
い
る
︒
将
来
的
に
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
の
オ
プ
シ
ョ
ン
装
備

品
と
し
て
搭
載
す
る
よ
う
︑

ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
に
対
し

て
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
と
い
う
︒

　

車
内
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
防

止
対
策
強
化
を
通
じ
て
︑
道

路
環
境
の
美
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
大
阪
府
ト
協
︒
滝
口

敬
介
専
務
理
事
は
︑
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
や
運
送
事
業

者
等
に
対
し
︑
次
の
よ
う
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
︒

　
﹁
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
︑
多
く

の
一
般
市
民
の
皆
さ
ん
に﹃
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ
る
﹄

と
ご
認
識
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
︒
我
が
国
の

経
済
活
動
を
支
え
る
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
一
般
市
民

か
ら
の
憧
れ
の
対
象
で
あ
り

続
け
る
た
め
に
︑﹃
環
境
を

汚
す
だ
け
で
は
な
く
︑
運
送

業
界
に
対
す
る
信
頼
度
低
下

に
も
繋
が
っ
て
し
ま
う
車
内

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
︑
決
し

て
し
て
は
な
ら
な
い
﹄
と
強

く
訴
え
た
い
で
す
︒
ま
た
︑

運
送
事
業
者
に
対
し
て
は
︑

車
内
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
に
関

し
て
︑
大
阪
府
内
特
有
の
問

題
で
は
な
く
全
国
的
な
問
題

と
し
て
捉
え
て
い
た
だ
い
た

上
で
︑
自
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
し
て
﹃
車
内
ゴ
ミ
は
ポ

イ
捨
て
せ
ず
に
︑
自
分
の
会

社
に
持
ち
帰
る
﹄
こ
と
を
指

導
し
て
い
た
だ
き
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
が
持
ち
帰
っ
た
車
内
ゴ

ミ
を
自
社
で
適
切
に
処
理
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
︒
そ
し
て
︑
ト
イ
レ

や
ゴ
ミ
箱
が
な
い
が
た
め
に
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨
て
が
こ
こ
ま
で
広
が

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
側
面

も
否
定
で
き
ま
せ
ん
︒
道
路

や
物
流
施
設
を
管
理
し
て
い

る
行
政
等
に
対
し
て
は
︑
車

内
ゴ
ミ
を
ポ
イ
捨
て
し
に
く

い
道
路
構
造
へ
の
改
善
や
︑

物
流
施
設
等
を
誘
致
・
開
発

す
る
際
に
は
継
続
的
な
運
用

が
見
込
め
る
ト
イ
レ
や
ゴ
ミ

箱
を
設
置
す
る
な
ど
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
が
ポ
イ
捨
て
し
に
く

い
環
境
の
整
備
を
求
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂

（
滝
口
専
務
理
事
）

︵
取
材
協
力
︶︵
一
社
︶
大

阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会　

滝
口

敬
介
専
務
理
事
、
前
田　

一

常
務
理
事
、
中
村
晴
一
交
通

・
環
境
部
次
長

　

近
年
︑
一
部
の
心
な
い
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
に
よ
る
︑
道
路
や
駐
車
施
設
へ
の

車
内
ゴ
ミ
の
﹁
ポ
イ
捨
て
﹂
が
大
き
な
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
︒
車
内
ゴ
ミ
の
ポ

イ
捨
て
は
沿
道
住
民
に
多
大
な
迷
惑
を
及

ぼ
す
悪
質
な
行
為
で
あ
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

や
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
モ
ラ
ル
が
問
わ

れ
か
ね
な
い
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
道
路
や

駐
車
施
設
等
に
お
け
る
車
内
ゴ
ミ
の
ポ
イ

捨
て
防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め
︑
業
界
を

挙
げ
た
﹁
車
内
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
防
止
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を
展
開
（
関
連
２
面
）︒
ま

た
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
も
車

内
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
防
止
に
向
け
た
様
々

な
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
︒

　

今
回
の
﹁
環
境
特
集
﹂
で
は
︑
大
阪
府

ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
中
川
才
助
会
長
）
に
よ

る
車
内
ゴ
ミ
ポ
イ
捨
て
防
止
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
︒

旺
盛
な
物
流
ニ
ー
ズ
を
受
け
多
く
の
ト
ラ
ッ
ク
が
流
入

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
古
く
か
ら
社
会
問
題
に

大
阪
府
と
協
力
し
て
環
境
対
策
を
強
化

「
全
国
的
な
問
題
」と
し
て
ポ
イ
捨
て
防
止
を
促
す

渋
滞
中
や
待
機
中
に
ド
ラ
イ
バ
ー
が
用

を
足
し
た
後
の
、
尿
の
入
っ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
が
路
上
脇
に
放
置
さ
れ
て
い
る

東大阪流通業務地区では中央分離帯の植え込みなどに、外から見えないような形で捨て
られた車内ゴミが目立つ（写真②）。同地区では、中央分離帯側にバリケードを設置して
車線を減少させるなど、ポイ捨て防止に繋がる路上駐車対策を強化している（写真③）

大阪府ト協では、大阪府が昭和60年から実施している「中環をきれいにする日」に協力。
会員事業者も参加し、道路清掃活動を実施している

④

②③

①

や
め
よ
う
！
　
車
内
ゴ
ミ
の「
ポ
イ
捨
て
」

や
め
よ
う
！
　
車
内
ゴ
ミ
の「
ポ
イ
捨
て
」

大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
お
け
る
道
路
環
境
美
化
へ
の
取
り
組
み

大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
お
け
る
道
路
環
境
美
化
へ
の
取
り
組
み

環境特集
６月は環境月間
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企業プロフィール
■ 社　　　名	 ㈱東部運輸
■ 本社所在地	 長崎県佐世保市江上町869-4
■ 代　表　者	 代表取締役　古川　智憲  
■ 創　　　業　	昭和49年1月
■ 設　　　立　	平成9年4月
■ 資　本　金	 2,000万円
■ 社　員　数	 25人（うちドライバー20人）
■ 車　両　数	 34台

　

㈱
東
部
運
輸
（
古
川
智
憲

代
表
取
締
役
）
は
︑
重
機
回

送
車
や
大
型
平
ボ
デ
ー
車
︑

ト
レ
ー
ラ
等
に
よ
る
建
設
用

重
機
の
輸
送
や
︑
ユ
ニ
ッ
ク

車
等
に
よ
る
建
設
資
材
の
輸

送
を
中
心
に
手
が
け
て
い
る

運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

同
社
が
事
故
防
止
に
力
を

入
れ
始
め
た
の
は
︑
10
年
ほ

ど
前
に
発
生
し
た
あ
る
荷
役

作
業
中
の
事
故
が
大
き
な
き

っ
か
け
だ
と
い
う
︒

　

同
社
で
は
︑
朝
早
く
に
同

社
の
本
社
営
業
所
か
ら
建
設

現
場
ま
で
︑
荷
主
で
あ
る
建

設
会
社
が
所
有
す
る
重
機
を

重
機
回
送
車
︑
ユ
ニ
ッ
ク
車

で
輸
送
︒
夕
方
に
は
稼
働
後

の
重
機
を
建
設
現
場
か
ら
建

機（
レ
ン
タ
ル
）会
社
ま
で
輸

送
し
て
い
る
︒
同
社
の
ド
ラ

イ
バ
ー
は
︑
輸
送
業
務
に
加

え
て
︑建
機（
レ
ン
タ
ル
）会

社
で
の
重
機
の
積
み
込
み
と

建
設
現
場
で
の
重
機
の
取
り

降
ろ
し
作
業
ま
で
を
行
う
︒

　

あ
る
日
の
朝
︑
同
社
の
ド

ラ
イ
バ
ー
が
建
設
現
場
ま
で

重
機
を
輸
送
す
る
と
︑
雨
上

が
り
で
建
設
現
場
の
地
面
が

ぬ
か
る
ん
で
い
た
た
め
︑
荷

主
の
建
設
会
社
の
担
当
者
が

﹁
重
機
を
使
う
場
所
の
す
ぐ

近
く
で
降
ろ
し
て
ほ
し
い
﹂

と
要
望
︒
そ
れ
を
受
け
て
︑

同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
指
定

さ
れ
た
場
所
で
取
り
降
ろ
し

作
業
を
行
っ
た
︒
取
り
降
ろ

し
場
所
は
左
右
高
低
差
が
あ

っ
た
た
め
︑
重
機
を
積
載
し

て
い
た
ト
ラ
ッ
ク
が
わ
ず
か

に
傾
い
た
状
態
で
あ
っ
た
︒

そ
の
よ
う
な
不
安
定
な
場
所

で
取
り
降
ろ
し
作
業
を
続
け

た
こ
と
が
原
因
で
︑
作
業
中

に
同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
乗

せ
た
重
機
が
横
滑
り
を
起
こ

し
︑
回
転
し
な
が
ら
１
㍍
下

に
あ
っ
た
水
田
に
転
落
︒
ド

ラ
イ
バ
ー
は
負
傷
し
︑
病
院

に
運
ば
れ
た
︒

　

荷
役
作
業
中
の
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
同
社
が
ま
ず
取
り

組
ん
だ
の
は
︑﹁
業
界
未
経

験
者
の
採
用
強
化
﹂で
あ
る
︒

　

重
機
回
送
車
︑
ユ
ニ
ッ
ク

車
の
大
型
車
を
運
転
す
る
こ

と
の
多
い
同
社
で
は
︑
か
つ

て
は
運
送
業
界
経
験
者
の
採

用
が
多
か
っ
た
︒
し
か
し
︑

業
界
経
験
者
の
中
に
は
︑
固

縛
な
ど
の
基
本
作
業
を
定
め

ら
れ
た
通
り
に
実
施
し
な
い

よ
う
な
人
も
少
な
く
な
か
っ

た
と
い
う
︒﹁
基
本
作
業
を

し
っ
か
り
と
行
わ
な
い
よ
う

な
素
行
の
良
く
な
い
ド
ラ
イ

バ
ー
を
雇
用
し
て
い
て
は
︑

高
い
安
全
性
を
担
保
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
﹂
と
考
え
た

古
川
社
長
は
︑
６
年
ほ
ど
前

か
ら
20
~
30
代
の
業
界
未
経

験
者
の
採
用
強
化
に
舵
を
切

っ
た
︒

　
﹁
以
前
と
は
異
な
り
︑
荷

主
で
あ
る
建
設
会
社
の
担
当

者
は
︑
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

意
識
を
強
く
お
も
ち
で
あ
る

と
と
も
に
︑
安
全
に
対
す
る

意
識
も
飛
躍
的
に
向
上
し
て

き
て
い
ま
す
︒
経
験
豊
富
な

ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
の
中

　

荷
役
作
業
中
の
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
は
︑
作
業

を
行
う
ド
ラ
イ
バ
ー
の
技
術

力
を
高
め
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
く
︑作
業
の
前
に
﹁
安

全
に
作
業
が
で
き
る
か
﹂
を

ド
ラ
イ
バ
ー
が
正
し
く
判
断

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
︒

し
か
し
︑
こ
の
事
故
で
は
正

し
い
判
断
よ
り
無
理
な
作
業

が
優
先
さ
れ
て
お
り
︑﹁
ド

ラ
イ
バ
ー
が
日
々
１
人
で
仕

事
を
こ
な
し
て
い
く
中
で
︑

正
し
い
作
業
の
進
め
方
や
︑

﹃
事
故
を
決
し
て
起
こ
し
て

は
な
ら
な
い
﹄
と
い
う
経
営

層
の
思
い
が
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

に
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
﹂
と

考
え
た
古
川
社
長
は
︑
こ
の

事
故
を
契
機
に
︑
気
持
ち
を

入
れ
替
え
て
事
故
防
止
へ
の

取
り
組
み
に
一
層
力
を
入
れ

て
い
く
こ
と
を
決
意
し
た
︒

に
は
︑
こ
れ
ま
で
の
経
験
に

慢
心
し
て
し
ま
い
︑
事
故
を

防
ぐ
た
め
の
基
本
的
な
作
業

を
軽
視
し
て
し
ま
う
よ
う
な

人
も
み
ら
れ
ま
し
た
︒
そ
れ

で
も
通
用
し
た
時
代
も
か
つ

て
は
あ
り
ま
し
た
が
︑
よ
り

高
い
安
全
性
が
求
め
ら
れ
︑

荷
主
の
意
識
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
中
で
︑
当
社
も
変

わ
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
け

れ
ば
︑
荷
主
か
ら
の
信
頼
を

勝
ち
取
る
こ
と
は
決
し
て
で

き
ま
せ
ん
︒
業
界
未
経
験
の

ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
会
社
が
決

め
た
こ
と
に
対
し
て
素
直
に

従
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
︒
当

社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
中
で
最

も
若
い
の
は
26
歳
で
︑
平
均

年
齢
も
41
歳
ま
で
若
返
っ
て

い
ま
す
︒
若
い
ド
ラ
イ
バ
ー

が
増
え
た
こ
と
で
︑
当
社
に

も
活
気
が
生
ま
れ
て
き
て
い

ま
す
﹂（
古
川
社
長
）

　

若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
が
増
え

て
き
た
こ
と
で
︑
大
事
に
な

っ
て
く
る
の
が
﹁
安
全
輸
送

の
実
現
に
向
け
た
知
識
と
技

術
の
向
上
﹂
で
あ
る
︒

　

同
社
で
は
２
か
月
に
１
度
︑

全
社
員
出
席
に
よ
る
﹁
安
全

の
仕
組
み
は
そ
う
大
き
く
は

変
わ
ら
な
い
の
で
す
が
︑
大

き
さ
の
異
な
る
重
機
を
扱
う

　

10
年
ほ
ど
前
に
発
生
し
た

事
故
を
機
に
︑
安
全
性
向
上

へ
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ

て
い
る
同
社
︒
同
社
で
は
︑

事
故
防
止
対
策
の
深
化
を
進

め
る
と
と
も
に
︑
こ
れ
ま
で

の
安
全
へ
の
取
り
組
み
の
あ

り
方
を
抜
本
的
に
見
直
し
︑

よ
り
実
効
性
を
高
め
る
た
め

の
施
策
も
進
め
て
い
る
︒

　

か
つ
て
の
同
会
議
で
は
︑

古
川
社
長
か
ら
の
話
を
中
心

に
構
成
し
て
い
た
た
め
︑
一

方
通
行
に
な
り
が
ち
な
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
︒
こ
う
し
た
と

こ
ろ
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事

故
防
止
へ
の
意
識
が
希
薄
に

な
り
︑
結
果
と
し
て
事
故
に

繋
が
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も

否
定
で
き
な
い
︒

　

ま
た
︑
同
社
で
は
こ
れ
ま

で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
を
３
つ
の
班

に
分
け
て
安
全
対
策
を
推
進

し
て
い
た
が
︑
班
長
・
副
班

長
を
年
功
序
列
で
決
め
て
い

た
た
め
︑
若
い
ド
ラ
イ
バ
ー

が
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
で

あ
る
班
長
な
ど
に
対
し
て
意

見
を
言
い
づ
ら
い
雰
囲
気
が

あ
っ
た
と
い
う
︒

　

そ
こ
で
今
年
１
月
︑
こ
れ

ま
で
の
３
班
体
制
を
４
班
体

制
に
す
る
と
と
も
に
︑
こ
れ

ま
で
副
班
長
を
務
め
て
い
た

比
較
的
若
い
40
代
の
ド
ラ
イ

バ
ー
を
班
長
に
抜
擢
︒
若
い

ド
ラ
イ
バ
ー
が
気
後
れ
せ
ず

に
積
極
的
に
発
言
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
︑
安
全

性
向
上
へ
の
提
案
が
多
く
出

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
な

お
︑
こ
れ
ま
で
班
長
を
務
め

て
い
た
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ

ー
は
顧
問
と
し
て
︑
若
い
ド

ラ
イ
バ
ー
に
積
極
的
に
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
よ
う
に
さ
せ
て

い
る
︒

　

ま
た
︑
今
年
２
月
の
同
会

議
か
ら
は
︑
会
の
準
備
や
運

営
を
各
班
持
ち
回
り
で
担
当

さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

管
理
者
の
話
を
座
学
で
聞
く

の
で
は
な
く
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

輸
送
会
議
﹂
を
開
催
し
て
い

る
︒
同
会
議
で
は
︑
同
社
で

発
生
し
た
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト

事
例
に
つ
い
て
積
極
的
に
取

り
上
げ
︑
原
因
と
対
策
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
う
︒

　
﹁
当
社
で
は
︑
重
機
の
積

み
込
み
・
取
り
降
ろ
し
の
際

に
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
︒
業

界
未
経
験
の
若
い
ド
ラ
イ
バ

ー
に
は
︑
ま
ず
ヒ
ヤ
リ
・
ハ

ッ
ト
事
例
に
つ
い
て
学
ん
で

も
ら
い
︑
事
故
防
止
へ
の
意

識
を
高
め
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
行

う
業
務
の
中
に
は
︑﹁
高
所

作
業
車
運
転
技
能
講
習
﹂
や

﹁
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運

転
技
能
講
習
﹂︑﹁
車
両
系
建

設
機
械
運
転
技
能
講
習
﹂
な

ど
︑
様
々
な
技
能
講
習
等
の

受
講
が
必
要
な
も
の
も
少
な

く
な
い
︒
同
社
で
は
ド
ラ
イ

バ
ー
の
習
熟
度
に
応
じ
て
︑

様
々
な
重
機
等
を
扱
う
た
め

の
練
習
時
間
を
確
保
し
︑
若

い
ド
ラ
イ
バ
ー
の
技
術
向
上

に
繋
げ
て
い
る
︒

　
﹁
当
社
が
扱
う
重
機
の
種

類
は
実
に
多
種
多
彩
で
︑
時

に
は
勤
続
10
年
を
過
ぎ
た
ド

ラ
イ
バ
ー
で
も
初
め
て
見
る

よ
う
な
重
機
も
あ
る
ほ
ど
で

す
︒
重
機
の
基
本
的
な
操
作

場
合
に
は
車
体
の
感
覚
が
大

き
く
変
わ
っ
て
く
る
た
め
︑

取
り
降
ろ
し
作
業
の
際
に
は

慎
重
な
操
作
が
求
め
ら
れ
ま

す
︒
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー

の
指
導
に
よ
る
重
機
操
作
の

練
習
時
間
を
設
け
る
よ
う
に

し
た
こ
と
で
︑
安
全
性
の
高

い
︑
そ
し
て
作
業
効
率
の
高

い
作
業
が
身
に
付
き
︑
若
い

ド
ラ
イ
バ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
﹂（
同
）

が
自
分
た
ち
で
テ
ー
マ
を
考

え
︑
自
分
た
ち
の
言
葉
で
安

全
性
向
上
へ
の
思
い
を
他
の

ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
の
前
で
語

る
よ
う
に
変
え
た
こ
と
で
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
の
発
言
が

一
層
増
え
て
き
た
と
と
も
に
︑

事
故
防
止
へ
の
意
識
も
格
段

に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
︒

　

さ
ら
に
︑
毎
日
実
施
し
て

い
る
朝
礼
に
関
し
て
も
改
善

を
行
っ
た
︒
令
和
３
年
１
月

か
ら
︑
同
社
で
は
﹁
無
線
に

よ
る
朝
礼
の
実
施
﹂
に
踏
み

切
っ
て
い
る
︒

　

無
線
朝
礼
は
︑
業
容
の
拡

大
と
と
も
に
従
業
員
全
員
が

集
ま
っ
て
朝
礼
を
行
う
こ
と

が
難
し
く
な
っ
た
た
め
に
取

り
入
れ
ら
れ
た
も
の
︒
同
社

の
ド
ラ
イ
バ
ー
・
内
勤
従
業

員
の
中
か
ら
毎
日
担
当
者
を

決
め
︑
そ
の
日
の
日
付
と
天

候
︑
安
全
性
向
上
に
向
け
た

今
月
の
目
標
・
本
日
の
目
標

を
無
線
で
発
信
︒
そ
の
上
で
︑

当
日
の
担
当
者
か
ら
の
一
言

も
寄
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
し

て
い
る
︒
基
本
的
に
は
朝
８

時
30
分
頃
に
無
線
朝
礼
を
行

う
が
︑
そ
の
日
の
乗
務
の
関

係
で
そ
の
時
間
に
発
信
で
き

な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
も
い
る
こ

と
か
ら
︑
場
合
に
よ
っ
て
は

午
前
11
時
頃
に
無
線
発
信
が

行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い

う
︒
ま
た
︑
重
機
の
取
り
降

ろ
し
作
業
等
の
た
め
に
朝
の

発
信
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
に
︑

内
勤
従
業
員
が
朝
礼
の
内
容

を
文
字
化
し
て
事
務
所
内
に

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
各
企
業
で
の
優
良
な
交
通
事
故
防
止
対
策
の
様

子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
あ
る
荷
役
作
業
中
の
事
故
を
契
機
に
事

故
防
止
対
策
の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
し
︑
実
効

性
向
上
に
繋
げ
て
い
る
︑
長
崎
県
佐
世
保
市
の
株
式

会
社
東
部
運
輸
を
紹
介
し
ま
す
︒

貼
り
出
し
︑
帰
庫
後
に
内
容

を
確
認
し
て
も
ら
う
よ
う
に

し
て
い
る
︒

　
﹁
当
社
で
は
採
用
面
接
の

際
に
︑
求
職
者
に
必
ず
﹃
ト

ラ
ッ
ク
が
好
き
か
ど
う
か
﹄

と
尋
ね
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
︒
常
に
危
険
と
隣
り
合
わ

せ
で
あ
る
こ
の
仕
事
に
対
し

て
愛
着
を
も
っ
て
取
り
組
ん

で
も
ら
う
た
め
に
は
︑﹃
ト
ラ

ッ
ク
が
好
き
﹄
と
い
う
意
識

を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
何
よ

り
も
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま

す
︒
当
社
が
現
在
進
め
て
い

る
様
々
な
改
善
は
︑﹃
自
分

た
ち
が
今
好
き
な
仕
事
を
し

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
︑
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
は
な
く
︑
自
分
た

ち
目
線
で
主
体
的
に
労
働
環

境
を
良
く
し
て
も
ら
い
た
い
﹄

と
の
考
え
か
ら
行
っ
て
い
る
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
が
主
体
的
に
様

々
な
対
策
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
改
善
で
す
︒
自
分
た
ち
で

物
事
を
考
え
︑
提
案
し
︑
改

善
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
で
︑

安
全
性
の
高
い
よ
り
良
い
会

社
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
︒
会
社
に
は
常
に

成
長
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
︒
多
く
の
運
送
事

業
者
が
群
雄
割
拠
し
︑
切
磋

琢
磨
し
て
い
る
中
で
︑
現
状

維
持
の
ま
ま
で
変
化
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
︑

当
社
は
生
き
残
っ
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
︒
全
従
業

員
に
対
し
て
﹃
時
代
に
応
じ

て
︑
常
に
変
化
を
﹄
と
厳
し

く
言
い
続
け
て
き
た
甲
斐
が

あ
り
︑
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
社
内
に
も
意
識
の
変
化

が
生
ま
れ
︑
荷
主
か
ら
の
評

価
も
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
︒

当
社
と
し
て
は
︑
こ
れ
か
ら

も
決
し
て
現
状
の
ま
ま
と
ど

ま
る
こ
と
な
く
︑
実
効
性
の

高
い
取
り
組
み
へ
の
改
善
を

進
め
る
こ
と
で
︑
安
全
性
向

上
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

︵
取
材
協
力
︶
㈱
東
部
運
輸

　

古
川　

智
憲
代
表
取
締
役

様
々
な
重
機
等
を
扱
う
た
め
の
練
習

時
間
を
確
保
し
、
荷
役
作
業
の
際
の

安
全
性
向
上
に
繋
げ
て
い
る

毎
朝
実
施
し
て
い
る
﹁
無
線
に
よ
る
朝

礼
﹂
で
は
、担
当
従
業
員
が
全
従
業
員
に

対
し
安
全
へ
の
思
い
を
発
信
し
て
い
る

﹁
事
故
防
止
へ
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
﹂

荷
役
作
業
中
の
事
故
を
契
機
に
取
り
組
み
強
化

業
界
未
経
験
者
を
採
用
し
て
基
本
作
業
を
徹
底

練
習
時
間
を
確
保
し
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
げ
る

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
求
め
て
﹂

時
代
の
変
化
に
適
応
す
べ
く
改
善
を
進
め
る

同社では、重機回送車や大型平ボデー車、トレーラによる建設用重機の輸送やユ
ニック車等による建設資材輸送を行っている

ドライバーが主体的に取り組むことができ
るよう、「安全輸送会議」の改善を図った

古川　智憲
代表取締役

　
株
式
会
社
東
部
運
輸
（
長
崎
県
佐
世
保
市
）

第
30
回

「現状維持では荷主からの信頼は決して獲得できない」「現状維持では荷主からの信頼は決して獲得できない」
ドライバーの主体性を高め　事故防止への実効性アップに結び付けるドライバーの主体性を高め　事故防止への実効性アップに結び付ける
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︻
解
説
︼
今
回
の
民
法
改
正
の
骨
子

は
︑
①
成
人
年
齢
の
20
歳
か
ら
18
歳

へ
の
引
下
げ
（
民
法
第
４
条
）
と
︑

②
女
性
の
婚
姻
開
始
年
齢
の
16
歳
か

ら
18
歳
へ
の
引
上
げ（
同
第
７
３
１
条
）

︱
︱
で
︑
平
成
30
年
６
月
に
改
正
法

が
成
立
し
︑
今
年
の
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
し
た
︒

　

そ
こ
で
︑
成
人
年
齢
の
引
下
げ
に

よ
り
︑
労
務
管
理
面
に
ど
の
よ
う
な

影
響
が
出
て
く
る
か
を
み
て
い
く
こ

と
に
し
ま
す
︒

　
民
法
が
改
正
さ
れ
、
成
人
年
齢

が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
た
よ
う
で
す
が
、労
務
管
理
上
、

ど
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
か
。

 第251回 

成人年齢引下げ
による労務管理
上の注意点は

　

ま
ず
︑
労
働
基
準
法
で
は
関
係
す

る
規
定
と
し
て
︑
18
歳
未
満
の
者
を

﹁
年
少
者
﹂
と
定
義
し
︑
時
間
外

労
働
︑
休
日
労
働
︑
深
夜
業
（
午

後
10
時
か
ら
午
前
５
時
ま
で
）
を
原

則
禁
止
と
し
て
い
る
（
同
法
第
60
条

第
１
項
︑
第
61
条
第
１
項
）
ほ
か
︑

危
険
な
業
務
︑衛
生
上
有
害
な
業
務
︑

福
祉
面
で
有
害
な
業
務
な
ど
へ
の
就

業
を
禁
止
し
て
い
ま
す
（
同
法
第
62

条
︑
第
63
条
︑
年
少
者
労
働
基
準

規
則
第
７
条
︑第
８
条
）︒
ち
な
み
に
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
関
係
で
は
﹁
最

大
積
載
量
が
２
㌧
以
上
の
貨
物
自
動

車
の
運
転
の
業
務
﹂
等
が
就
業
禁
止

業
務
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
︒

　

し
か
し
︑
こ
れ
ら
の
労
基
法
上
の

保
護
規
定
は
︑
そ
も
そ
も
18
歳
未
満

の
年
少
者
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
︑

﹁
未
成
年
者
﹂
を
対
象
と
し
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒し
た
が
っ
て
︑

今
回
の
民
法
改
正
に
よ
り
︑
労
基
法

上
の
年
少
者
と
未
成
年
者
が
18
歳
未

満
と
い
う
こ
と
で
同
義
に
な
っ
た
と

い
え
ま
す
が
︑
特
に
規
制
内
容
に
変

更
が
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
︑
労
務
管
理
面
で
は
︑

こ
れ
ま
で
通
り
の
扱
い
で
よ
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

一
方
︑
未
成
年
者
に
関
す
る
規
定

と
し
て
︑
①
親
権
者
等
は
未
成
年
者

に
代
わ
っ
て
労
働
契
約
を
結
ん
で
は

な
ら
な
い
こ
と
（
労
基
法
第
58
条
第

１
項
）
や
︑
②
労
働
契
約
を
締
結
す

る
場
合
︑
親
権
者
等
の
同
意
が
必
要

な
こ
と
（
民
法
第
５
条
）︑
③
親
権

者
等
は
労
働
契
約
が
未
成
年
者
に
不

利
な
場
合
︑
契
約
を
解
除
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
（
労
基
法
第
58
条
第

２
項
）︑
④
未
成
年
者
は
独
立
し
て

賃
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
︑
親

権
者
等
は
未
成
年
者
の
賃
金
を
代
わ

っ
て
受
け
取
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

（
労
基
法
第
59
条
）
︱
︱
な
ど
の
定

め
が
あ
り
ま
す
︒
こ
れ
ら
の
規
定
に

つ
い
て
は
︑
先
に
説
明
し
た
年
少
者

の
場
合
と
異
な
り
︑
未
成
年
者
と
い

う
こ
と
で
︑
今
回
の
民
法
改
正
に
よ

り
対
象
と
な
る
者
が
﹁
20
歳
未
満
の

者
﹂
か
ら
﹁
18
歳
未
満
の
者
﹂
に
自

動
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
た
め
︑
改

正
以
後
︑
18
歳
︑
19
歳
の
者
は
こ
れ

ら
の
規
定
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
ま
し

た
︒
た
だ
し
︑
成
人
扱
い
に
な
っ
た

と
は
い
え
︑
18
歳
︑
19
歳
と
い
う
年

齢
は
多
く
の
場
合
︑
ま
だ
学
生
の
身

分
で
あ
り
︑
親
の
援
助
を
受
け
て
生

活
し
て
い
る
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
︑
例
え
ば
ア
ル
バ

イ
ト
の
採
用
に
当
た
っ
て
は
︑
念
の

た
め
こ
れ
ま
で
通
り
︑
親
権
者
の
同

意
を
求
め
る
な
ど
の
慎
重
な
扱
い
が

望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
飲
酒
︑
喫
煙
の
年
齢

制
限
に
関
し
て
は
︑
健
康
被
害
防
止

の
観
点
か
ら
こ
れ
ま
で
通
り
20
歳
未

満
は
禁
止
と
い
う
こ
と
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
︑
20
歳
未
満
の
者

の
飲
み
会
へ
の
参
加
や
喫
煙
所
へ
の

立
ち
入
り
な
ど
に
は
注
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
︒

Ａ�

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
従

来
通
り
親
権
者
の
同
意
も

４
月
１
日
よ
り
中
小
企
業
の
事
業
主
に
も
義
務
化

止
さ
れ
て
い
る
︒

　

職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ

の
定
義
は
︑
図
１
の
通
り
で

あ
る
︒
な
お
︑
客
観
的
に
み

て
︑
業
務
上
必
要
か
つ
相
当

な
範
囲
で
行
わ
れ
る
適
正
な

業
務
指
示
や
指
導
は
︑
パ
ワ

ハ
ラ
に
は
該
当
し
な
い
と
さ

れ
て
い
る
︒

て
は
図
２
で
示
し
た
６
つ
の

類
型
が
あ
る
︒
ま
た
︑
図
２

で
は
︑
類
型
ご
と
に
典
型
的

　

改
正
労
働
施
策
総
合
推
進

法
に
お
い
て
︑
職
場
に
お
け

る
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
事
業
主

に
防
止
措
置
を
講
じ
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
た
（
中
小

企
業
は
今
年
４
月
１
日
か

ら
）︒
併
せ
て
︑
事
業
主
に

相
談
し
た
こ
と
等
を
理
由
と

す
る
不
利
益
取
り
扱
い
も
禁

　

職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ

の
状
況
は
多
様
で
あ
る
が
︑

代
表
的
な
言
動
の
類
型
と
し

な
パ
ワ
ハ

ラ
に
該
当

す
る
と
考

え
ら
れ
る
例
︑
ま
た
は
し
な

い
と
考
え
ら
れ
る
例
を
挙
げ

て
い
る
︒

　

な
お
︑
図
２
の
例
は
限
定

列
挙
で
は
な
い
︒
ま
た
︑
個

別
の
事
案
の
状
況
等
に
よ
っ

て
判
断
が
異
な
る
こ
と
も
あ

り
得
る
︒
そ
の
た
め
︑
個
別

の
事
案
に
つ
い
て
︑
パ
ワ
ハ
ラ

に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判

　

令
和
元
年
の
法
改
正
に
よ

り
︑
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ハ

ラ
等
を
防
止
す
る
た
め
に
︑

法
お
よ
び
指
針
に
お
い
て
︑

事
業
主
や
労
働
者
に
対
し
︑

主
に
図
３
で
挙
げ
た
事
項
に

つ
い
て
努
め
る
こ
と
と
す
る

責
務
規
定
が
定
め
ら
れ
た
︒

断
を
行
う
際
に
は
︑
当
該
言

動
の
目
的
︑
言
動
が
行
わ
れ

た
経
緯
や
状
況
等
︑
様
々
な

要
素
を
総
合
的
に
考
慮
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
相
談
窓
口
の
担
当

者
等
が
︑
相
談
者
の
心
身
の

状
況
や
当
該
言
動
が
行
わ
れ

た
際
の
受
け
止
め
な
ど
︑
そ

の
認
識
に
も
配
慮
し
な
が
ら

相
談
者
・
行
為
者
の
双
方
か

ら
丁
寧
に
事
実
確
認
を
行
う

こ
と
も
重
要
で
あ
る
︒

　

職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ

な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
︑

個
人
と
し
て
の
尊
厳
や
人
格

を
不
当
に
傷
つ
け
る
︑
行
っ

て
は
な
ら
な
い
行
為
で
あ
る
︒

ま
た
︑
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
起
因
す
る
問
題

と
し
て
は
︑﹁
労
働
者
の
意

　

事
業
主
が
必
ず
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
具
体
的
な
措

置
の
内
容
は
︑
図
４
の
通
り

で
あ
る
︒

　

な
お
︑
厚
労
省
で
は
事
業

主
に
対
し
︑
次
に
挙
げ
る
望

ま
し
い
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
積
極
的
に
対
応
す
る
よ
う

求
め
て
い
る
︒

①
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
︑

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
︑
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休

業
等
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
︑
単
独
で
は
な
く
複
合

的
に
生
じ
る
こ
と
も
想
定
し
︑

一
元
的
に
相
談
に
応
じ
る
こ

と
の
で
き
る
体
制
を
整
備
す

る
こ
と

②
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
原
因
や
背
景

と
な
る
要
因
を
解
消
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活

性
化
の
た
め
の
研
修
や
適
正

な
業
務
目
標
の
設
定
等
）

③
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ

欲
の
低
下
な
ど
に
よ
る
職
場

環
境
の
悪
化
﹂
や
﹁
職
場
全

体
の
生
産
性
の
低
下
﹂︑﹁
労

働
者
の
健
康
状
態
の
悪
化
﹂︑

﹁
休
職
や
退
職
に
繋
が
り
得

る
こ
と
﹂︑﹁
こ
れ
ら
に
伴
う

経
営
的
な
損
失
﹂
な
ど
様
々

な
も
の
が
あ
る
︒

　

事
業
主
お
よ
び
労
働
者

は
︑
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の

た
め
の
自
ら
の
責
務
を
し
っ

か
り
と
認
識
し
つ
つ
︑
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
な
い
職
場
を
つ
く
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

ラ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
て
は
な

ら
な
い
旨
の
方
針
を
行
う
際

に
︑
自
ら
雇
用
す
る
労
働
者

以
外
に
︑
次
の
対
象
者
に
対

し
て
も
同
様
の
方
針
を
併
せ

て
示
す
こ
と

・
他
の
事
業
主
が
雇
用
す
る

労
働
者

・
就
職
活
動
中
の
学
生
等
の

求
職
者

・
労
働
者
以
外
の
者
（
個
人

事
業
主
な
ど
の
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
︑
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

行
う
者
︑
教
育
実
習
生
等
）

④
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
関
し
次
の
取
り
組
み
を

行
う
こ
と

・
相
談
体
制
の
整
備

・
被
害
者
へ
の
配
慮
の
た
め

の
取
り
組
み
（
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
不
調
へ
の
相
談
対
応
︑

行
為
者
に
対
し
て
１
人
で
対

応
さ
せ
な
い
等
）

・
被
害
防
止
の
た
め
の
取
り

組
み
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

や
研
修
の
実
施
等
）

「パワーハラスメント防止措置」の徹底を図りましょう「パワーハラスメント防止措置」の徹底を図りましょう
働きがいのある職場に改善していくために働きがいのある職場に改善していくために

　

職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
パ
ワ

ハ
ラ
）
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

等
の
様
々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
︑
働
く
人

が
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
の
妨
げ

に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
︑
個
人
と
し
て

の
尊
厳
や
人
格
を
不
当
に
傷
つ
け
る
な

ど
︑
人
権
に
関
わ
る
許
さ
れ
な
い
行
為
で

す
︒
ま
た
︑
企
業
に
と
っ
て
も
︑
職
場
秩

序
の
乱
れ
や
業
務
へ
の
支
障
が
生
じ
た

り
︑貴
重
な
人
材
の
損
失
に
繋
が
る
な
ど
︑

社
会
的
評
価
に
も
悪
影
響
を
与
え
か
ね
な

い
大
き
な
問
題
で
す
︒

　

令
和
２
年
６
月
１
日
に
改
正
労
働
施
策

総
合
推
進
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
︑
今
年
４
月
１
日
か
ら
中
小
事
業
主
に

お
い
て
も
職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
措
置
が

義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

こ
こ
で
は
︑
中
小
企
業
が
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
措
置
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
︒

図３　パワハラ防止のための事業主・労働者の責務

【事業主の責務】
①職場におけるハラスメントを行ってはならないこ
と、その他職場におけるハラスメントに起因する
問題に対する自社の労働者の関心と理解を深める
こと
②自社の労働者が他の労働者※に対する言動に必要
な注意を払うよう、研修その他の必要な配慮をす
ること
③事業主自身（法人の場合はその役員）がハラスメ
ント問題に関する理解と関心を深め、労働者※に
対する言動に必要な注意を払うこと

【労働者の責務】
①ハラスメント問題に関する理解と関心を深め、他
の労働者※に対する言動に必要な注意を払うこと
②事業主の講ずる雇用管理上の措置に協力すること

※取引先等の他の事業主が雇用する労働者や、求職
者も含まれる。

　厚生労働省では、職場におけるハラスメントに関する情報を発
信するポータルサイト「あかるい職場応援団」（写真上、二次元コー
ド）を開設している。
　同サイトでは、パワハラをはじめとしたハラスメントに関する基本
情報を提供しているほか、職場のハラスメントを理解し、予防・解決
に役立つ動画を視聴することが可能。職場のパワハラ対策に取り
組む企業へのインタビュー記事も掲載している。
　また、パワハラ対策に取り組む企業が参考にできるよう、取り組
みのポイントを解説した「パワーハラスメント対策導入マニュアル」な
ど、職場のハラスメントの予防・解決に向けたポスター（写真右）、
パンフレットやリーフレットなどをダウンロードすることも可能。
　さらに、令和３年12月10日に実施された「ハラスメ
ント対策シンポジウム」アーカイブ動画を掲載。ハラ
スメント対策に取り組む中小企業による対策事例の
ほか、劇団による「ハラスメントの事例再現（ロール
プレイ）」も視聴することが可能となっている。

ハラスメント対策の総合情報サイト
「あかるい職場応援団」を活用しましょう！

図４　事業主が必ず講じなければならない具体的な措置内容

図 1図 2　パワーハラスメントに該当すると考えられる例／しないと考えられる例

※これらの例は限定列挙ではありません。また、個別の事案の状況等によって判断が異なることもありえます。事業主は十分留意して、
　職場におけるパワーハラスメントに該当するか微妙なものも含め広く相談に対応するなど、適切な対応を図りましょう。

優
越
的
な
関
係
を
背
景
に
し
た

優
越
的
な
関
係
を
背
景
に
し
た

業
務
上
必
要
・
相
当
な
範
囲
を
超
え
た

業
務
上
必
要
・
相
当
な
範
囲
を
超
え
た

言
動
が
パ
ワ
ハ
ラ
に

言
動
が
パ
ワ
ハ
ラ
に

事
業
主
・
労
働
者
と
も
に
責
務
を
認
識
し

事
業
主
・
労
働
者
と
も
に
責
務
を
認
識
し

パ
ワ
ハ
ラ
の
な
い
職
場
を
目
指
そ
う

パ
ワ
ハ
ラ
の
な
い
職
場
を
目
指
そ
う

社
内
で
パ
ワ
ハ
ラ
を
認
識
し
た
際
に
は

社
内
で
パ
ワ
ハ
ラ
を
認
識
し
た
際
に
は

迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
を

迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
を

優
越
的
な
関
係
を
背
景
に

優
越
的
な
関
係
を
背
景
に

行
わ
れ
た
様
々
な
言
動
が

行
わ
れ
た
様
々
な
言
動
が

パ
ワ
ハ
ラ
に
あ
た
る
こ
と
も

パ
ワ
ハ
ラ
に
あ
た
る
こ
と
も

1
職
場
に
お
け
る
「
パ
ワ
ハ
ラ
の
定
義
」

3
職
場
に
お
け
る

パ
ワ
ハ
ラ
防
止
の
た
め
の
関
係
者
の
責
務

4
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止
す
る

た
め
に
講
ず
べ
き
措
置
」
と
は

2
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ
の
例
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ウイズ・コロナ……2メートル・タイル・ストリート

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜雨の日の運転編〜
 【解 答】2面に問題
❶ ○（教則第5章第4節 安全な速度と車
間距離2-3）路面が雨にぬれ、タイヤがす
り減っている場合の停止距離は、乾燥した
路面でタイヤの状態が良い場合に比べて
２倍程度に延びることがある。
❷ ○（教則第6章第4節 悪天候など1-1）
雨の日は視界が悪くなるうえ、窓ガラスが
曇ったり、路面が滑りやすくなるなど悪条
件が重なり、危険度が高くなる。
❸ ×（教則第6章第4節 悪天候など1-4）
雨の降り始めの舗装道路はスリップしや
すいので注意する。また、工事現場の鉄

板、路面電車のレールなども滑りやすく危
険なので注意が必要である。
❹ ○（教則第6章第4節 悪天候など1-5）歩
行者のそばや店先などを通るときは、速
度を落として、泥や水をはねないようにし
なければならない。
❺ ×（教則第7章第2節 走行上の注意2-5）
雨の中を高速で走行すると、スリップを起
こしたり、タイヤが浮いて、ハンドルやブ
レーキが効かなくなる「ハイドロプレーニ
ング現象」が発生することがある。

※
解
答
は
、
７
月
５
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

事
業
の
内
容

　

同
事
業
は
︑
中
小
企
業
診

断
士
等
に
よ
る
﹁
総
合
的
な

経
営
診
断
（
ス
テ
ッ
プ
１
）﹂

と
︑
同
診
断
士
に
よ
る
具
体

的
な
経
営
相
談
︑
助
言
な
ど

が
行
わ
れ
る
﹁
経
営
改
善
相

談
（
ス
テ
ッ
プ
２
）﹂
の
２
段

階
に
分
か
れ
て
い
る
︒

面
談
を
実
施
︒
担
当
診
断
士

が
経
営
者
や
従
業
員
な
ど
か

ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
で
︑

第
三
者
の
視
点
か
ら
事
業
者

の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
把
握
︒

資
料
か
ら
だ
け
で
は
分
か
ら

な
い
︑
事
業
者
の
﹁
伸
ば
す

べ
き
長
所
﹂
や
﹁
改
善
す
べ

き
ポ
イ
ン
ト
﹂
を
明
確
化
し

て
い
く
︒

　

同
事
業
で
は
こ
の
よ
う
に
︑

①
提
出
さ
れ
た
資
料
に
基
づ

い
た
﹁
財
務
診
断
に
よ
る
分

析
﹂︑
②
自
己
診
断
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
よ
る
﹁
自
己
診
断

に
よ
る
分
析
﹂︑
③
担
当
診

断
士
が
事
業
者
を
訪
問
し
課

題
を
探
る
﹁
現
地
調
査
に
よ

る
分
析
﹂
︱
︱
の
３
つ
の
分

　
﹁
ス
テ
ッ
プ
１
﹂
の
総
合
的

な
経
営
診
断
は
︑
経
営
改
善

に
取
り
組
む
事
業
者
に
お
け

る
経
営
実
態
の
把
握
と
課
題

を
抽
出
す
る
目
的
で
行
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
︒

　
﹁
ス
テ
ッ
プ
１
﹂
の
受
診
に

際
し
て
は
︑
ま
ず
担
当
診
断

士
が
受
診
事
業
者
の
現
状
を

把
握
す
る
た
め
に
︑
資
料
に

よ
る
事
前
調
査
を
行
う
︒

　

事
業
者
か
ら
の
資
料
提
出

を
受
け
︑
担
当
診
断
士
が
そ

れ
ら
を
分
析
し
︑
事
業
者
の

現
状
を
把
握
︒そ
の
上
で
︑担

当
診
断
士
が
受
診
事
業
者
を

訪
問
し
︑現
地
調
査
を
行
う
︒

　

現
地
調
査
で
は
︑
資
料
を

基
に
し
た
担
当
診
断
士
と
の

れ
る
︒

　

総
合
所
見
で
は
︑﹁
自
己

診
断
﹂︑﹁
財
務
診
断
﹂
の
各

項
目
で
評
価
が
数
値
化
さ

れ
︑
自
社
の
強
み
や
改
善
を

要
す
る
点
な
ど
が
分
か
り
や

　

担
当
診
断
士
に
具
体
的
な

経
営
相
談
︑
助
言
を
希
望
す

る
事
業
者
に
対
し
て
は
︑﹁
経

す
い
形
で
示
さ
れ
る
ほ
か
︑

数
値
を
踏
ま
え
た
上
で
の
改

善
課
題
が
記
載
さ
れ
︑
経
営

を
改
善
す
る
た
め
に
は
具
体

的
に
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か

が
明
確
に
さ
れ
る
︒

営
改
善
相
談（
ス
テ
ッ
プ
２
）﹂

が
行
わ
れ
る
︒
な
お
︑
こ
れ

は
ス
テ
ッ
プ
１
を
受
診
し
た

事
業
者
を
対
象
に
実
施
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
︒

　
﹁
ス
テ
ッ
プ
２
﹂
で
は
︑
ス

テ
ッ
プ
１
を
実
施
し
た
同
じ

担
当
診
断
士
が
︑
ス
テ
ッ
プ

１
で
作
成
さ
れ
た
﹁
標
準
経

営
診
断
書
﹂
を
ベ
ー
ス
に
︑

経
営
相
談
や
助
言
を
実
施
︒

経
営
改
善
に
向
け
た
指
摘
事

項
に
つ
い
て
︑
様
々
な
指
標

を
用
い
な
が
ら
︑
第
三
者
の

視
点
か
ら
詳
細
に
説
明
す
る
︒

　

そ
の
後
︑
事
業
者
か
ら
の

経
営
相
談
の
内
容
を
受
け
︑

担
当
診
断
士
か
ら
は
自
社
の

今
後
の
あ
る
べ
き
姿
を
目
指

す
た
め
の
指
針
と
な
る
経
営

改
善
提
案
が
行
わ
れ
る
と
と

も
に
︑﹁
改
善
提
案
書
﹂
が

発
行
さ
れ
る
︒

　
﹁
経
営
改
善
相
談
（
ス
テ

ッ
プ
２
）﹂
を
受
け
︑
豊
富
な

経
営
診
断
の
経
験
を
も
つ
担

当
診
断
士
に
相
談
し
︑
助
言

を
受
け
な
が
ら
経
営
改
善
に

資
す
る
様
々
な
方
策
を
実
行

に
移
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
︑

自
社
の
着
実
な
経
営
改
善
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
︒

▼
受
診
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

同
事
業
を
受
け
る
事
業
者

に
は
︑
図
１
・
図
２
で
示
し

た
よ
う
に
︑
経
営
診
断
・
経

営
改
善
相
談
費
用
の
一
部
が

全
ト
協
か
ら
助
成
さ
れ
る
︒

　

受
診
を
希
望
す
る
事
業
者

は
︑﹁
経
営
診
断
受
診
申
込

書
﹂
を
所
属
の
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
に
提
出
す
る
必

要
が
あ
る
（
申
込
書
は
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
）︒

︻
受
診
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先
︼

　

各
都
道
府
県
ト
協
、
ま
た

は
全
ト
協
経
営
改
善
事
業
部

︵
☎
  03
・
３
３
５
４
・
１
０
５

６
︶
ま
で
。

ス
テ
ッ
プ
１
「
総
合
的
な
経
営
診
断
」�

診
断
士
に
よ
る「
３
つ
の
分
析
」で

事
業
者
の
経
営
課
題
を
明
確
化

ス
テ
ッ
プ
２
「
経
営
改
善
相
談
」�

様
々
な
指
標
を
用
い
な
が
ら

経
営
改
善
実
現
に
向
け
た
戦
略
を
構
築

析
に
よ
り
︑
総
合
的
な
経
営

診
断
が
行
わ
れ
る
︒

　

事
前
調
査
と
現
地
調
査
が

終
わ
る
と
︑
担
当
診
断
士
に

よ
っ
て﹁
標
準
経
営
診
断
書
﹂

が
ま
と
め
ら
れ
︑
受
診
事
業

者
に
送
付
さ
れ
る
︒

　

診
断
書
で
は
︑
担
当
診
断

士
に
よ
る
総
合
所
見
が
示
さ

全
ト
協

死
亡
者
数
、
死
傷
者
数

と
も
に
前
年
よ
り
増
加

令
和
３
年
の
労
働
災
害

発
生
状
況

　

厚
生
労
働
省
は
５
月
30

日
︑
令
和
３
年
の
﹁
労
働
災

害
発
生
状
況
﹂
を
取
り
ま
と

め
︑
公
表
し
た
︒

　

３
年
１
月
~
12
月
の
労
働

災
害
に
よ
る
死
亡
者
数
（
以

下
︑
死
亡
者
数
）
は
８
６
７

人
（
前
年
比
65
人
増
）
と
︑

４
年
ぶ
り
に
増
加
と
な
っ
た
︒

ま
た
︑
休
業
４
日
以
上
の
死

傷
者
数（
以
下
︑死
傷
者
数
）

は
14
万
９
９
１
８
人
（
同
１

万
８
７
６
２
人
増
）
と
︑
平

成
10
年
以
降
で
最
多
と
な
っ

た
︒

　

業
種
別
で
は
︑
陸
上
貨
物

運
送
事
業
の
死
亡
者
数
は
95

人
（
同
８
人
増
）︑
死
傷
者

数
は
１
万
６
７
３
２
人
（
同

９
１
７
人
増
）
と
︑
そ
れ
ぞ

れ
前
年
よ
り
も
増
加
し
た
︒

事
故
の
型
別
で
は
︑
死
亡
者

数
は
﹁
交
通
事
故
（
道
路
）﹂

が
最
多
の
37
人（
同
５
人
増
）

と
な
り
︑
次
い
で
﹁
墜
落
・

転
落
﹂
12
人
（
同
６
人
減
）︑

﹁
は
さ
ま
れ
・
巻
き
込
ま

れ
﹂
11
人
（
同
４
人
減
）
と

な
っ
た
︒
ま
た
︑
死
傷
者
数

は
﹁
墜
落
・
転
落
﹂
が
最
多

の
４
４
９
６
人
（
同
１
８
１
人

増
）
と
な
り
︑
次
い
で
﹁
動

作
の
反
動
・
無
理
な
動
作
﹂

２
９
８
４
人
（
同
２
５
０
人

増
）︑﹁
転
倒
﹂２
８
１
３
人（
同

２
０
９
人
増
）
と
な
っ
た
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
４
年
度
が

﹁
第
13
次
労
働
災
害
防
止
計

画
﹂
最
終
年
度
と
な
る
こ
と

か
ら
︑
陸
上
貨
物
運
送
事
業

に
お
い
て
多
発
し
て
い
る
荷

役
作
業
中
の
災
害
の
防
止
対

策
の
徹
底
を
図
っ
て
い
く
と

し
て
い
る
︒

 

全
ト
協
か
ら
の
強
い
働
き
か

け
に
よ
り
９
月
末
ま
で
の

延
長
が
実
現

雇
調
金
特
例
措
置

　

厚
生
労
働
省
は
５
月
31

日
︑
令
和
４
年
７
月
以
降
の

雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措

置
等
に
関
す
る
方
針
を
発
表

し
た
︒

　

中
小
企
業
に
お
け
る
︑
４

年
９
月
末
ま
で
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

雇
用
調
整
助
成
金
・
緊
急
雇

用
安
定
助
成
金
の
特
例
措
置

は
表
の
通
り
と
な
り
︑
従
前

の
措
置
が
延
長
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

５
月
18
日
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

雇
用
継
続
を
図
る
た
め
︑
６

月
末
ま
で
と
さ
れ
て
い
た
雇

調
金
特
例
措
置
に
つ
い
て
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
問
題
が
一
段
落
す

る
ま
で
の
間
延
長
す
る
よ

う
︑
自
由
民
主
党
雇
用
問
題

調
査
会
（
塩
谷
立
会
長
）
と

自
民
党
国
土
交
通
部
会
（
小

島
敏
文
部
会
長
）
に
対
し
要

望
書
を
提
出
︒
全
ト
協
か
ら

の
強
い
働
き
か
け
に
よ
り
︑

今
回
の
特
例
措
置
延
長
実
現

に
繋
が
っ
た
︒

　

な
お
︑
４
年
10
月
以
降
の

特
例
措
置
の
内
容
に
つ
い
て

は
︑
政
府
﹁
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２

１
﹂（
３
年
６
月
18
日
閣
議

決
定
）
に
沿
っ
て
︑
具
体
的

な
助
成
内
容
を
検
討
し
た
上

で
︑
８
月
末
ま
で
に
改
め
て

告
知
す
る
と
し
て
い
る
︒

 

﹁
ゆ
った
り
休
暇
で
、夏
を
満
喫
﹂

年
休
を
取
得
し
や
す
い

環
境
整
備
を
呼
び
か
け

　

厚
生
労
働
省
で
は
事
業
者

に
対
し
て
︑
夏
季
に
お
け
る

年
次
有
給
休
暇
の
活
用
促
進

を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

令
和
２
年
の
年
次
有
給
休

暇
（
年
休
）
取
得
率
は
56
・

６
％
（
前
年
比
０
・
３
ポ
イ

ン
ト
増
）
と
な
り
︑
過
去
最

高
と
な
っ
た
も
の
の
︑
依
然

と
し
て
﹁
過
労
死
等
の
防
止

の
た
め
の
対
策
に
関
す
る
大

綱
﹂（
３
年
７
月
30
日
閣
議

決
定
）
等
で
掲
げ
ら
れ
て
い

る
︑
７
年
ま
で
に
取
得
率
を

70
％
と
す
る
政
府
目
標
と
は

大
き
な
乖
離
が
あ
る
︒

　

一
方
︑
急
速
に
導
入
が
広

が
っ
て
い
る
計
画
的
な
業
務

運
営
や
休
暇
の
分
散
化
に
も

資
す
る
﹁
年
休
の
計
画
的
付

与
制
度
﹂
や
︑
労
働
者
の
様

々
な
事
情
に
応
じ
た
柔
軟
な

働
き
方
・
休
み
方
に
資
す
る

﹁
時
間
単
位
の
年
休
制
度
﹂

は
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
求
め
ら

れ
て
い
る
︑
新
し
い
働
き
方

・
休
み
方
を
実
践
す
る
た
め

に
も
効
果
的
と
な
っ
て
い
る
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
こ
の
夏
に

お
け
る
年
休
の
取
得
促
進
の

気
運
を
醸
成
す
る
た
め
︑
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
︵
写
真
︶
等
を

作
成
︒
新
し
い
働
き
方
・
休

み
方
を
実
践
す
る
た
め
に
︑

事
業
者
に
対
し
て
年
休
を
活

用
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

く
︒

 

﹁
Ｗ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
値
の
実
測
﹂﹁
体

調
不
良
時
の
速
や
か
な
対

応
﹂
の
徹
底
を
呼
び
か
け

令
和
３
年
「
職
場
に
お
け
る

熱
中
症
に
よ
る
死
傷
災
害
の

発
生
状
況
」

　

厚
生
労
働
省
は
５
月
31

日
︑
令
和
３
年
﹁
職
場
に
お

け
る
熱
中
症
に
よ
る
死
傷
災

害
の
発
生
状
況
﹂（
確
定
値
）

を
公
表
し
た
︒

　

３
年
に
お
け
る
職
場
で
の

熱
中
症
に
よ
る
死
傷
者
数

（
死
亡
・
休
業
４
日
以
上
）

は
︑
５
６
１
人
（
前
年
比
３

９
８
人
減
）︒
ま
た
︑
熱
中

症
に
よ
る
死
亡
者
数
は
20
人

（
同
２
人
減
）
と
な
っ
た
︒

　

運
送
業
で
は
︑
死
傷
者
数

は
61
人（
同
76
人
減
）だ
っ
た
︒

　

３
年
の
熱
中
症
に
よ
る
死

傷
災
害
の
特
徴
は
︑
次
の
通

り
︒

①
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値︵
暑
さ
指
数
︶

の
実
測

　

死
亡
災
害
20
件
の
う
ち
︑

日
頃
か
ら
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
の
実

測
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
事
例
は
５
件
の

み
だ
っ
た
︒

②
暑
熱
順
化
の
不
足
が
疑
わ

れ
る
入
職
直
後
の
発
症

　

死
亡
災
害
20
件
の
う
ち
︑

入
職
後
間
も
な
い
時
期
の
発

生
が
少
な
く
と
も
８
件
︑
そ

の
ほ
か
４
日
以
上
の
休
暇
後

の
発
生
が
少
な
く
と
も
１
件

含
ま
れ
て
い
た
︒

③
屋
内
作
業
で
の
発
症

　

死
傷
災
害
の
22
・
６
％
は

明
ら
か
に
屋
内
で
作
業
に
従

事
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

状
況
下
で
発
生
し
て
い
た
こ

と
か
ら
︑
熱
中
症
は
︑
必
ず

し
も
屋
外
で
の
作
業
で
の
み

発
症
し
や
す
い
わ
け
で
は
な

い
こ
と
に
留
意
が
必
要
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
各
作
業
場

に
お
い
て
︑﹁
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！

熱
中
症　

ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を
踏
ま
え
︑﹁
初

期
症
状
の
把
握
か
ら
緊
急
時

対
応
ま
で
の
体
制
整
備
﹂︑

﹁
暑
熱
順
化
が
不
足
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
者
の
把

握
﹂︑﹁
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
の
実
測

と
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
対

策
の
実
施
﹂
に
重
点
的
に
取

り
組
む
よ
う
呼
び
か
け
て
い

る
︒

　

な
お
︑
厚
労
省
で
は
︑
熱

中
症
防
止
の
観
点
か
ら
︑
次

に
該
当
す
る
場
面
で
は
︑
マ

ス
ク
を
外
す
こ
と
を
推
奨
し

て
い
る
︒

・
屋
外
で
は
︑
人
と
の
距
離

（
２
㍍
以
上
を
目
安
）
が
確

保
で
き
る
場
合
や
︑
距
離
が

確
保
で
き
な
く
て
も
︑
会
話

を
ほ
と
ん
ど
行
わ
な
い
場
合
︒

・
屋
内
で
は
︑
人
と
の
距
離

（
同
）
が
確
保
で
き
て
︑
か

つ
会
話
を
ほ
と
ん
ど
行
わ
な

い
場
合
︒

　

一
方
で
︑
人
と
の
距
離
が

確
保
で
き
な
い
場
合
や
︑
会

話
を
行
う
場
合
な
ど
は
︑
マ

ス
ク
の
着
用
を
推
奨
し
て
い

る
︒

表　中小企業における雇用調整助成金等の助成内容
雇用調整助成金等（括弧書きの助成率は解雇等を行わない場合）

令和 4年 3～ 6月 令和 4年 7～ 9月

原則的な特例措置 4/5（9/10）
9,000 円

4/5（9/10）
9,000 円

地域特例・業況特例 4/5（10/10）
15,000 円

4/5（10/10）
15,000 円

※詳細については、厚労省ホームページを参照のこと。

●働き方・休み方改善ポータルサイト　https://work-holiday.mhlw.go.jp/

厚生労働省 都道府県労働局 労働基準監督署

働き方・休み方改善
ポータルサイト

年休取得促進
特設サイト

年次有給休暇取得促進特設サイト

働き方の新しいスタイル

テレワークや
ローテーション勤務

時差通勤で
ゆったりと

オフィスは
ひろびろと

会議は
オンライン

対面での打合せは
換気とマスク

●「年次有給休暇の計画的付与制度」を導入しましょう。
●年次有給休暇付与計画表による個人別付与方式を活用すれば休暇の分散化にもつながります。

新しい働き方・休み方を実践するために
 年次有給休暇 を上手に活用しましょう

ゆ
っ
た
り
休
暇
で
、夏
を
満
喫
。

心
身
と
も
に
充
実
を
。

ゆ
っ
た
り
休
暇
で
、夏
を
満
喫
。

心
身
と
も
に
充
実
を
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、
様
々

な
経
営
課
題
を
抱
え
る
会
員
事
業
者

の
相
談
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
全

ト
協
ま
た
は
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

が
推
薦
す
る
中
小
企
業
診
断
士
等
が
全

ト
協
標
準
経
営
診
断
シ
ス
テ
ム
を
用
い

て
経
営
診
断
・
経
営
改
善
相
談
を
行
う

﹁
経
営
診
断
受
診
促
進
事
業
﹂
を
行

っ
て
い
る
︵
実
施
期
間
は
令
和
5
年
3

月
1
日
ま
で
︶。

　

こ
こ
で
は
、
４
年
度
に
お
け
る
同
事

業
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

図 1

２分の１
が

また

図２

が

令
和
４
年
度 

経
営
診
断
受
診
促
進
事
業 

令
和
５
年
３
月
１
日
ま
で
実
施
中

「
総
合
的
な
経
営
診
断
」と「
経
営
改
善
相
談
」の

「
総
合
的
な
経
営
診
断
」と「
経
営
改
善
相
談
」の

２
段
階
で
経
営
改
善
を
実
現

２
段
階
で
経
営
改
善
を
実
現
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▼
汗
を
か

き
な
が
ら

畑
仕
事
に

精
を
出
す

初
老
の
男
性
が
︑
一
休
み
と
ば
か
り

に
折
り
畳
み
椅
子
に
腰
掛
け
る
と
︑

や
お
ら
発
声
練
習
を
始
め
ま
し
た
︒

荒
川
の
土
手
に
近
い
畑
の
周
り
に

は
︑
他
に
誰
も
い
ま
せ
ん
︒
低
音
か

ら
高
音
へ
と
︑
リ
ズ
ム
感
よ
く
張
り

の
あ
る
声
音
で
す
︒
私
が
自
転
車
を

と
め
て
そ
の
様
子
を
凝
視
し
て
い
る

と
︑﹁
ど
う
で
す
か
︒
こ
ち
ら
へ
お
出

で
下
さ
い
﹂
と
予
想
外
に
も
声
を
掛

け
ら
れ
︑思
わ
ず
不
用
意
に
﹁
は
い
﹂

と
応
え
て
し
ま
い
ま
し
た
︒聞
く
と
︑

シ
ニ
ア
混
声
合
唱
団
に
入
っ
て
お

り
︑
来
る
発
表
会
に
備
え
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
︒
所
属
す
る
合
唱
団

で
は
︑
毎
週
土
曜
日
に
午
前
９
時
か

ら
２
時
間
半
み
っ
ち
り
練
習
を
行

い
︑
時
に
団
員
の
親
睦
を
図
る
た
め

ラ
ン
チ
を
共
に
す
る
そ
う
で
す
︒
話

し
好
き
な
男
性
の
ト
ー
ク
に
歩
調
を

合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
︑
い
つ
し
か

私
も
す
っ
か
り
会
話
に
馴
染
ん
で
い

ま
し
た
︒
男
性
の
話
を
聞
い
て
い
る

う
ち
に
︑
以
前
か
ら
興
味
が
あ
っ
た

合
唱
団
ヘ
の
参
加
が
一
瞬
脳
裏
を
掠

め
ま
し
た
︒
▼
と
あ
る
休
日
︑
都
内

の
あ
る
混
声
合
唱
団
の
練
習
風
景
を

見
に
行
く
と
︑
会
場
に
は
熱
気
が
溢

れ
︑
団
員
達
の
真
剣
な
眼
差
し
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
︒
シ
ニ
ア
の
男
性
・

女
性
達
は
︑
御
歳
よ
り
も
か
な
り
若

く
見
え
︑
そ
の
姿
は
輝
い
て
い
ま
し

た
︒﹁
見
学
歓
迎
・
入
団
歓
迎
﹂
の

言
葉
に
刺
激
さ
れ
て
合
唱
団
の
練
習

を
体
験
し
た
私
に
︑
団
員
の
方
々
か

ら
﹁
如
何
で
し
た
か
︒
ぜ
ひ
一
緒
に

ハ
モ
り
ま
し
ょ
う
﹂
と
笑
み
を
交
え

た
歓
待
を
受
け
ま
し
た
︒
▼
年
に
２

度
︑
公
的
施
設
を
借
り
て
定
期
公
演

を
行
う
と
の
こ
と
で
す
が
︑
男
性
は

テ
ー
ラ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
＆
ス
ー

ツ
︑
女
性
は
シ
ャ
ン
タ
ン
ブ
ラ
ウ
ス

＆
ロ
ン
グ
ド
レ
ス
に
着
飾
る
と
︑﹁
気

分
が
一
層
引
き
締
ま
り
︑
自
分
を
鼓

舞
す
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
︒
総
勢
30
名
弱
の
合
唱

団
は
︑
ま
る
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
よ
う

な
雰
囲
気
で
し
た
︒
合
唱
の
醍
醐
味

は
︑﹁
た
く
さ
ん
の
声
が
重
な
る
こ
と

で
生
ま
れ
る
音
色
の
美
し
さ
﹂
で
︑

ま
さ
に
十
人
十
色
の
声
音
が
一
つ
に

な
る
瞬
間
だ
と
感
じ
ま
し
た
︒
▼
日

本
の
合
唱
団
の
ル
ー
ツ
を
辿
る
と
︑

戦
後
︑﹁
生
活
と
音
楽
を
結
び
つ
け
る

こ
と
﹂
を
目
的
と
し
て
１
９
４
８
（
昭

和
23
）
年
に
︑
声
楽
家
の
関
鑑
子
が

中
央
合
唱
団
を
創
設
し
︑﹁
う
た
ご

え
運
動
﹂を
提
唱
し
ま
し
た
︒
以
降
︑

全
国
の
職
場
︑
学
校
︑
地
域
で
合
唱

団
が
相
次
い
で
組
織
さ
れ
る
な
ど
︑

現
在
の
礎
を
築
き
ま
し
た
︒﹁
歌
は
世

に
つ
れ
世
は
歌
に
つ
れ
﹂
の
言
葉
ど

お
り
︑
歌
は
そ
の
時
代
背
景
を
端
的

に
描
く
︑
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
よ
う
な
も

の
で
す
︒
合
唱
団
の
人
達
が
︑
思
い

を
一
つ
に
謳
歌
す
る
こ
と
の
︑
意
味

の
大
き
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
！

 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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表
は
︑
国
交
省
が
通
達
と

し
て
定
め
て
い
る
﹁
異
常
気

象
時
に
お
け
る
措
置
の
目

安
﹂
で
あ
る
︒

　

大
雨
の
際
に
は
︑
１
時
間

降
水
量
が
50
㍉
㍍
を
超
え
る

と
車
の
運
転
が
危
険
で
あ
る

た
め
︑
同
目
安
で
は
﹁
輸
送

す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
﹂

と
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
台
風

な
ど
の
暴
風
の
際
に
は
︑
風

速
30
㍍
を
超
え
る
と
走
行
中

の
ト
ラ
ッ
ク
が
横
転
す
る
危

険
が
あ
る
た
め
︑
同
目
安
で

　

異
常
気
象
時
に
お
い
て
も

輸
送
の
安
全
を
確
保
し
て
い

く
た
め
に
は
︑
ま
ず
常
日
頃

か
ら
最
新
の
防
災
気
象
情
報

等
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
︒

　

気
象
庁
で
は
︑
大
雨
や
台

な
く
︑
集
荷
先
︑
配
送
先
お

よ
び
輸
送
経
路
上
の
気
象
情

　

国
交
省
で
は
︑
国
交
省
が

所
有
す
る
防
災
情
報
を
集
約

し
︑
分
か
り
や
す
く
提
供
す

報
を
確
認
し
た
上
で
︑
判
断

す
る
必
要
が
あ
る
︒

る
た
め
に
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
﹁
防
災
ポ
ー
タ
ル
﹂

を
設
置
し
て
い
る
︒

は
﹁
輸
送
す
る
こ
と
は
適
切

で
は
な
い
﹂
と
し
て
い
る
︒

　

異
常
気
象
時
の
中
で
︑
輸

送
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

の
措
置
を
講
じ
ず
に
運
行
を

行
う
と
︑
ト
ラ
ッ
ク
が
横
転

す
る
な
ど
の
事
故
が
発
生

し
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
生
命
や
身
体
が
害
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
︒
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
は
同
目
安
を
再
確

認
す
る
と
と
も
に
︑
荷
主
に

対
し
て
同
目
安
の
周
知
な
ど

の
対
応
を
事
前
に
図
る
必
要

風
な
ど
の
自
然
災
害
の
発
生

が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
︑
防

災
気
象
情
報
を
発
表
し
て
い

る
︒
防
災
気
象
情
報
は
︑
発

生
す
る
恐
れ
の
あ
る
現
象
の

ス
ケ
ー
ル
を
踏
ま
え
︑
予
測

が
あ
る
︒

　

な
お
︑
国
交
省
で
は
︑
表

に
従
っ
て
輸
送
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ

た
場
合
で
あ
っ
て
も
︑
安
全

な
輸
送
を
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
状
況
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
︑
荷
主
に
輸
送
を
強

要
さ
れ
た
場
合
に
は
︑
国
交

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
﹁
意

見
等
の
募
集
窓
口
﹂︵
二
次
元

コ
ー
ド
︶
や
︑
最
寄
り
の
地

方
運
輸
局
・
運
輸
支
局
に
そ

の
旨
を
通
報
す
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
る
︒

可
能
性
に
応
じ
て
段
階
的
に

発
表
︵
図
１
︶︒
特
に
︑
現

象
の
発
生
ま
で
猶
予
時
間
の

な
い
情
報
ほ
ど
︑
で
き
る
だ

け
時
間
︑
区
域
︑
程
度
を
明

記
す
る
な
ど
︑
詳
細
な
情
報

の
発
表
を
行
っ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
近
年
の
大
規
模
自

然
災
害
の
発
生
を
踏
ま
え
︑

気
象
庁
と
国
交
省
で
は
今
年

５
月
以
降
︑
防
災
気
象
情
報

　

同
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で

は
︑
起
こ
り
う
る
自
然
災
害

に
つ
い
て
︑
想
定
さ
れ
る
被

害
状
況
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

等
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と

と
も
に
︑
台
風
な
ど
の
気
象

情
報
の
ほ
か
︑
国
交
省
等
が

計
測
し
た
雨
量
や
河
川
の
水

位
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
︒

　

ま
た
︑災
害
発
生
時
に
は
︑

リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
や
速
報

等
に
よ
り
︑
い
ち
早
く
被
害

状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
︑
交
通
規
制
等
の

道
路
交
通
情
報
︑
防
災
施
設

を
検
索
で
き
る
防
災
マ
ッ
プ

な
ど
を
閲
覧
で
き
る
︒

　

同
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は
︑

大
雨
・
台
風
だ
け
で
は
な

く
︑
地
震
・
津
波
災
害
︑
火

山
災
害
・
雪
害
な
ど
様
々
な

種
類
の
災
害
に
対
応
し
て
い

る
︒
ま
た
︑
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
で
も

見
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
を
採

用
し
て
お
り
︑
運
行
・
配
送

先
の
ド
ラ
イ
バ
ー
も
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
防
災
気

象
情
報
等
を
確
認
す
る
こ
と

が
可
能
︒

　

同
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の

ア
ク
セ
ス
方
法
は
︑
図
２
の

通
り
︒

　

気
象
庁
と
国
交
省
で
は
︑
今
出
水
期

を
迎
え
る
に
あ
た
り
︑
適
切
な
避
難
の

判
断
・
行
動
に
繋
げ
る
た
め
に
︑
防
災

気
象
情
報
の
伝
え
方
を
改
善
︒
５
月
以

降
順
次
実
施
し
て
い
る
︒

　

主
な
改
善
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り
︒

①�

線
状
降
水
帯
に
よ
る
大
雨
の
可
能
性

の
半
日
程
度
前
か
ら
の
呼
び
か
け
︵
６

月
１
日
~
︶

　

線
状
降
水
帯
に
よ
る
大
雨
発
生
の
可

能
性
が
高
い
場
合
に
︑
複
数
の
県
に
ま

た
が
る
広
域
を
対
象
に
︑
線
状
降
水
帯

に
よ
る
大
雨
と
な
る
可
能
性
を
半
日
程

度
前
か
ら
呼
び
か
け
る
︒

② 

キ
キ
ク
ル
︵
危
険
度
分
布
︶﹁
黒
﹂
の

新
設
な
ど
︵
６
月
30
日
~
︶

　

キ
キ
ク
ル
（
危
険
度
分
布
）
に
警
戒

レ
ベ
ル
５
相
当
の
﹁
災
害
切
迫
﹂（
黒
）

を
新
設
す
る
と
と
も
に
︑
警
戒
レ
ベ
ル

４
相
当
を
﹁
危
険
﹂（
紫
）
に
統
合
す

る
こ
と
で
︑
よ
り
分
か
り
や
す
く
危
険

度
を
発
信
す
る
︒

③ 

指
定
河
川
洪
水
予
報
の
氾
濫
危
険
情

報
を
予
測
で
も
発
表︵
６
月
13
日
~
︶

　

指
定
河
川
洪
水
予
報
の
氾
濫
危
険
情

報
に
つ
い
て
︑
水
位
が
急
激
に
上
昇
し
︑

３
時
間
以
内
に
氾
濫
す
る
可
能
性
の
あ

る
水
位
に
到
達
す
る
見
通
し
と
な
っ
た

場
合
に
︑
予
測
に
基
づ
い
て
氾
濫
危
険

情
報
を
発
表
す
る
︒

の
伝
え
方
の
改
善
を
進
め
て

い
る
︵
下
記
別
掲
︶︒

　

防
災
気
象
情
報
が
発
出
さ

れ
た
場
合
に
は
︑
運
行
継
続

の
可
否
に
関
す
る
速
や
か
な

判
断
が
求
め
ら
れ
る
︒

　

な
お
︑
輸
送
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置

の
実
施
の
判
断
を
行
う
に
あ

た
っ
て
は
︑
出
発
地
だ
け
で

　

近
年
︑
多
く
の
死
者
・
行
方
不
明
者
が

発
生
す
る
風
水
害
が
各
地
で
多
発
し
て
い

る
︒
こ
う
し
た
異
常
気
象
時
に
お
い
て
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
輸
送
の
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
下
で
荷
主

に
輸
送
を
強
要
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
︑
ト

ラ
ッ
ク
が
横
転
す
る
等
の
事
故
も
発
生
し

て
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
通
達
で
別
表
﹁
異

常
気
象
時
に
お
け
る
措
置
の
目
安
﹂
を
定

め
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
対
し
︑
気

象
情
報
を
基
に
運
行
可
否
を
判
断
す
る
と

と
も
に
︑
異
常
気
象
時
に
は
運
行
中
止
の

検
討
を
行
う
よ
う
求
め
て
い
る
︒

　

こ
こ
で
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
命
と
大
切

な
荷
物
を
守
る
た
め
に
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い﹁
適
切
な
防
災
気
象
情
報
の
入
手
﹂

に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
︒

❶ 
「
異
常
気
象
時
に
お
け
る
措
置
の
目
安
」
と
は
？

気
象
情
報
を
基
に
運
行
可
否
を
判
断

運
行
を
強
要
さ
れ
た
場
合
に
は
国
交
省
窓
口
等
に
通
報
を

❷
常
日
頃
か
ら
防
災
気
象
情
報
の
確
認
を

災
害
発
生
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
情
報
を
発
表

情
報
発
出
時
に
は
速
や
か
な
運
行
可
否
の
判
断
を

❸
防
災
気
象
情
報
を
確
認
で
き
る
「
防
災
ポ
ー
タ
ル
」

国
交
省
が
所
有
し
て
い
る
防
災
情
報
を
集
約

ド
ラ
イ
バ
ー
と
荷
物
を
守
る
た
め
に
適
宜
確
認
を

（別掲）コラム　今出水期から「防災気象情報」がより充実します

表

＜防災ポータル＞

日頃から知ってほしい情報

災害時、見てほしい情報

https://www.mlit.go.jp

https://www.mlit.go.jp/river/bousai/olympic/index.html

図２　「防災ポータル」へのアクセス方法
図１　段階的に発表される防災気象情報

出典：国交省運輸防災マネジメントセミナー＆運輸防災ワークショップ（令和 4年度上期）
　　　「風水害の特徴と予報について」気象庁大気海洋部気象リスク対策課

国交省「意見等
の募集窓口」

防災気象情報を適切に入手し　異常気象時下の事故を未然に防ぐ防災気象情報を適切に入手し　異常気象時下の事故を未然に防ぐ
台風・大雨への備えを徹底しましょう台風・大雨への備えを徹底しましょう
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